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はじめに 

 

 大学附属の施設ならではの子育て支援の意義を明らかにするため、2025年10月下旬

に子どもケアセンター利用者のみなさまを対象としたアンケート調査を実施しました。

そして、その成果を「大学という環境が子育て支援に与える影響―子どもケアセンター

利用者対象のアンケート調査の結果より―」というタイトルで『資質・能力を育てる教

職カリキュラム研究(教育実践記録集)第７集』(名古屋学芸大学・教職課程研究会編刊

/2026年2月)に発表しました。概要を紹介したいと思います。 

(1)子どもケアセンターを訪れる理由 

全ての回答者が「保育職員の人柄」「施設全体の清潔さ」を挙げました。他に多かっ

た回答に、「通いやすさ」「授乳室やベビーカー置き場、駐車場などの設備面が充実

していること」とともに「学生と触れ合う機会があること」がありました。 

(2)学生と教職員との関わり 

多くの方が、ボランティア・授業・卒業研究に取り組んでいる学生や通りがかりの

学生など、さまざまな状況で学生と触れ合っていることがわかりました。授業や研

究に協力する形で教員と関わったことがあるというかたもいらっしゃいました。 

(3)肯定的・好意的に捉えていること 

「子どもケアセンターが『授業』『学生の卒業研究』『教員の研究』に活用されるこ

と」「教員が子どもケアセンターの事業で講師を務めること」を全ての回答者が「お

おいにいいことだと思う」と捉えていました。学生の学業や教員の研究に資するこ

とや子育ての情報や知識の共有に関することは、肯定的・好意的に受け止められて

いることがわかりました。 

 アンケート調査から、子どもケアセンターの利用者、学生、教職員が相互に関わるこ

とで享受するものが大きいことが明らかになりました。利用者のみなさまが、学生の学

びを支え保育者養成に貢献しているという認識をお持ちであることも読み取れました。 

その通りです。利用者のみなさまのおかげで、学生は実践的に学ぶことができます。

今後も、利用者のみなさまと学生・教員との関わりのなかで、子どもケアセンターなら

ではの子育て支援を進めていきたいと思います。ご指導を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

 2026年3月 

子どもケアセンター長 加古有子 
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第第 11 部部  

名名古古屋屋学学芸芸⼤⼤学学ヒヒュューーママンンケケアア学学部部  
附附属属⼦⼦どどももケケアアセセンンタターー「「理理念念とと特特性性」」  

  





１１．．⼦⼦どどももケケアアセセンンタターーととはは  
 ⼦どもケアセンターは、平成 18 年 7 ⽉の開設当時から、地域に開放した⼦育ち・⼦育
ての応援活動に取り組むと同時に、これからの保育者や養護教諭、⼩学校教諭などの専⾨
職を⽬指す学⽣たちが応援活動に参加し、⼦どもたちと触れ合い、⼦育て中の親の思いに
触れることにより、より実践⼒のある⼈材養成の教育活動を推進してまいりました。 
 平成 24 年度から、『⽇進市⼦育て⽀援センター事業』を受託し、平成 28 年度から『⼦
ども⼼理相談室』を開設しました。 
 地域の親⼦、学⽣、⼤学の教員など、多彩な⽴場の⼈が集い、互いに育ち合える、総合
的な⼦育て⽀援ができる地域の⼦育て⽀援の拠点として充実を図りながら、⼦どもや⼦育
て中の親の思いに寄り添い、幅広い⼦どもケア活動ができる⼈材の養成を更に推進したい
と考えています。 
 
２２．．⼦⼦どどももケケアアセセンンタターーがが⽬⽬指指すすもものの  
（（１１））⼈⼈材材養養成成のの拠拠点点ととししてて  

名古屋学芸⼤学の『実学』と『現場重視』の教育理念を具現化するため、⼦どもケアセ
ンターで⾏う地域貢献活動に学⽣が積極的に参加する『体験型教育』を進め、実践的で応
⽤⼒のある⼈材養成を⽬指します。 
 
（（２２））地地域域貢貢献献活活動動のの拠拠点点ととししてて  
 メディア造形・管理栄養・ヒューマンケア学部が連携し、⼤学がもつ専⾨性を地域に開
放し、地域貢献活動を推進します。また、学⽣、⼤学の教員、⼦ども、⼦育て中の保護者
が互いに学び合える新しい形の⼦育て⽀援拠点の充実を⽬指します。 
 
（（３３））⼦⼦育育てて⽀⽀援援やや学学⽣⽣のの保保育育実実践践⼒⼒育育成成にに必必要要なな研研究究のの拠拠点点ととししてて  
 ⼦どもケアセンターでは、⼤学や地域がもつ⼒を融合させ、未来を⾒通しながら、これ
からの⼦育て⽀援のあり⽅や学⽣の保育・教育実践⼒を育成するための研究の推進を⽬指
します。 
 
３３．．⼦⼦どどももケケアアセセンンタターーのの⼦⼦育育てて⽀⽀援援・・相相談談活活動動のの特特性性  
（（１１））質質のの⾼⾼いい⼦⼦育育てて⽀⽀援援ププロロググララムムをを提提供供ししまますす。。  
 プログラム運営には、経験豊富な保育者をはじめ、名古屋学芸⼤学の教員が関わり、現
代の⼦育ち・⼦育てのニーズに即した、総合的な⼦育て⽀援活動の質的研究を進め、質の
⾼い⼦育て⽀援事業を追求していきます。 
 
（（２２））異異年年齢齢のの⼦⼦どどももととのの交交流流をを通通ししてて豊豊かかなな育育ちちをを⽀⽀援援ししまますす。。  
 名古屋学芸⼤学の学⽣たちが、⼦育て⽀援事業に参加し、乳幼児と触れ合ったり、保護
者の気持ちに寄り添ったりします。また、管理栄養学部、メディア造形学部の学⽣と協⼒
して地域の親⼦に楽しんでもらえるようなイベントを企画・運営し、⼦どもたちと幅広い
交流の機会をつくることで、いたわりや憧れの気持ちを育み、地域の⼦どもたちの豊かな
⼼と体の育ちを⽀援していきます。 
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（（３３））親親ととししてて育育つつププロロセセススをを⽀⽀援援ししまますす。。  
 保護者⾃⾝が、わが⼦の発達のありようを理解し、わが⼦との関わりの幅を広げ、親⼦
の絆を深めてもらいたいと願っています。⼦どもケアセンターでは、そうした保護者とし
ての育ちのプロセスに⽣じる悩みに寄り添い、保護者同⼠が語り合うグループワークを活
⽤した⼦育て⽀援を⼤切にします。 
 
（（４４））発発達達にに⼼⼼配配ををももつつ⼦⼦どどもも・・親親へへのの⽀⽀援援ををししまますす。。  
 ⼦どもの発達に⼼配をもつ保護者は、保護者⾃⾝の思いが⼦どもに届きにくい体験か
ら、焦燥感や孤⽴感を深めることに陥りやすくなりがちです。⼦どもケアセンターでは、
保護者の思いに寄り添うきめ細やかな⽀援を、⽇進市の保健センター、⼦ども発達⽀援セ
ンターなどとネットワークをつくり、早期から連携できるようにします。 
 
（（５５））気気軽軽にに相相談談ででききるる場場ををつつくくりり⼦⼦育育てて不不安安のの軽軽減減をを図図りりまますす。。  
 ⼦どもケアセンターには、幅広い専⾨性をもつ保育者がいることから、⼦どもの発達、
遊び、しつけ、基本的⽣活習慣など、気軽に⼦育ての相談を受けられる機会を設定してい
ます。また、併設する⼦ども⼼理相談室では、臨床⼼理⼠が⼦育てや⼦どもの発達に関す
る相談に個別に応じます。 
 
（（６６））地地域域のの仲仲間間づづくくりりをを⽀⽀援援ししまますす。。  
 各講座のほか、⼦育て家庭に⼦どもケアセンターを開放し、⼦育て中の親⼦が仲間と出
会う機会をつくります。また、親⼦のひろばを卒業した親⼦がつくる⼦育てサークルにも
⼦どもケアセンターを開放し、サークル活動を⽀援します。さらに、にっしん⼦育て総合
⽀援センターと連携し、地域の仲間づくり活動の広がりと深まりを⽀援していきます。 
 
（（７７））⼦⼦育育てて⽀⽀援援ネネッットトワワーーククををつつくくりり、、活活動動をを推推進進ししまますす。。  
 ⼦どもケアセンターは、多彩な⽴場の⼈が集い、それぞれが育ち合える、新しい形の地
域の拠点づくりを進めます。しかし、地域全体で⼦育て家庭を⽀え合う街づくりは、⼀⼈
やひとつの機関・施設では実現できません。⼦どもケアセンターは、多様な⼦育て⽀援活
動団体や公的機関・施設と、情報・⼈・役割をつなぐネットワークをつくり、活動を推進
します。 
 
（（８８））⼤⼤学学ののももつつ専専⾨⾨性性をを活活かかししたた⼦⼦育育てて情情報報のの発発信信ををししまますす。 
 各講座、ホームページ、『⼦ケア通信』、⽇進市広報、Instagram などを媒体として、⼤
学のもつ専⾨性を発揮した、⼦育てに活⽤しやすい、分かりやすい情報の発信に努めます。
また、⼦ども⼼理相談室では、幼稚園、保育所、⼩学校との連携も深めていきます。  
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４４．．『『体体験験型型教教育育ププロロググララムム』』のの構構築築ををめめざざししてて  
⼦どもケアセンターの運営は、保育職員が地域の⽅々、⼤学の教員、学⽣と協働して運営

しています。体験型教育プログラムとは、学⽣たちが、授業で学んだ知識を基に、⼦どもケ
アセンターで⾏う地域貢献活動に参加し、理論と実践を統合させることです。また、体験を
通した学びをレポートにまとめ、発表するなどの『実践的な応⽤⼒』を養っていきます。 
 
（１）授業と連動した取組（体験） 

⼦どもケアセンターを知る 幼児保育専攻 1 年の『⼦どもケア基礎演習』
では、⼦どもケアセンターの施設⾒学をして
事業内容を理解します。体験の第⼀歩は、ま
ずは⼦どもケアセンターをよく知ることから
始まります。 

⼦どもと触れ合う⼼構えを学ぶ 幼児保育専攻 1 年の『保育職キャリアデザイ
ン I』では、観察・体験・討論を通して⼦ど
もと触れ合う⼼構えとともに、⼦育て家庭の
保護者との関わり⽅を考えます。 

⼦どもに安⼼・安全な環境づくり
を学ぶ 

幼児保育専攻 2 年の『乳児保育』では、乳幼
児に相応しい発達を促す玩具を⼿作りした
り、乳幼児の安全・衛⽣の管理などの環境づ
くりを学んだりします。 

授業の学びを親⼦の前で発表する 幼児保育専攻 4 年の『保育・教職実践演習』
では、⼩グループで遊びの企画・準備を⾏
い、⼦どもたちに提供します。⼦どもとのや
りとりのタイミング、間合いなどを⾝につけ
ます。 

 
（２）授業の空き時間を使った主体的な取組 

主体的に取り組む 授業の空き時間を使って、ボランティアなど
に⾃らの⽬標をもって取り組みます。その
『主体性』は、⼦どもケア実践の⼟台をつく
る⼒です。先輩の実践をモデルとして、憧れ
の気持ちを膨らませます。その『⼦どもとの
関わりを深めたい』という前向きさが、⾃分
⾃⾝を成⻑させます。 

⼦どもの⼼に寄り添う 『親⼦のひろば』や『親⼒アップセミナー』
の託児体験では、幼い⼦どもたちの⾔葉にな
らない⼼のサインを読み取り、⼦どもの気持
ちに寄り添う姿勢を学びます。この『寄り添
う』姿勢こそが、⼦どもケア実践の基礎の⼒
となります。 
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保護者の思いに触れる 託児を通して、⼤切なわが⼦を託す保護者の
思いに触れ、⼦どもの様⼦や⾃分⾃⾝の気付
きを保護者に伝えます。また、⼦育てに葛藤
する声を聞きます。そうした、⼦育て中の保
護者のさまざまな思いに触れ、学外実習では
味わえない体験をします。 

⼦育て⽀援の⼤切さに気付く 地域に広がる⼦育て⽀援の中で、保育者や養
護教諭、⼩学校教諭の役割とは、いったいど
のようなものか、事業に参加して、⼦育てに
悩む保護者の声を聞き、保育者による⼦育て
相談を⾒ることで、⼦育て⽀援の⼤切さや専
⾨職の役割について考えます。 

⼦どもと楽しさを共有する ⼦どもは、どんなに幼くても、ひとりひとり
が意思をもっています。頭の中での想像と、
⼦どもと関わるなかで⾒る実際の⼦どもの姿
とはまるで異なることがあります。⼦どもの
反応を受け⽌めながら、楽しさを共有できる
『間合い』を⽣きた体験から学びます。 

仲間と共にイベントを創りあげる これからの専⾨職としての保育者や養護教
諭、⼩学校教諭には『企画⼒・調整⼒・協働
する⼒』が必要です。『遊びの交流会』を企
画・運営し、地域の⼦どもたちと関わる中か
ら感じたことを⼤切にしています。 

 
（３）各学部と協⼒した総合的な取組 

学部を超えて知恵をつなぐ 年２回⾏っている『遊びの交流会』では、ヒ
ューマンケア学部、管理栄養学部、メディア
造形学部の学⽣たちがそれぞれの専⾨性を活
かして、⼦どもたちの⼼が躍るようなダイナ
ミックな遊びを中⼼としたイベントの企画を
しています。 
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第第 22 部部  

22002255 年年度度  事事業業報報告告  

  





ⅠⅠ．．年年間間ススケケジジュューールル、、利利⽤⽤実実績績  
（（１１））22002255 年年度度  年年間間ススケケジジュューールル  

　曜

日

月

1 2 3 ⼊学式 4 5

6 7 8 9 ⾃由あそび 10 11 年齢別イベント 12

13 14 15 サークル 16 りすA 17 りすB 18 ⾃由あそび 19

20 21 22 ⾃由あそび 23 あひるA 24 25 あひるB 26

27 28 29 昭和の⽇ 30 サークル

1 2 3 憲法記念⽇

4 みどりの⽇ 5 こどもの⽇ 6 振替休⽇ 7 りすA 8 りすB 9 ⾃由あそび 10

11 12 13 ⾃由あそび 14 サークル 15 あひるA 16 あひるB 17

18 19 20 サークル 21 りすA 22 りすB 23 ⾃由あそび 24

25 26 27 ⾃由あそび 28 親⼒アップ 29 あひるA 30 あひるB 31

1 2 3 サークル 4 りすA 5 りすB 6 ⾃由あそび 7

8 9 10 ⾃由あそび 11 サークル 12 あひるA 13 あひるB 14

15 16 17 ⾃由あそび 18 りすA 19 りすB 20 ⾃由あそび 21

22 23 24 25 年齢別イベント 26 あひるA 27 あひるB 28

29 30

1 ⾃由あそび 2 親⼒アップ 3 サークル 4 ⾃由あそび 5

6 7 8 ⾃由あそび 9 10 ⾃由あそび 11 サークル 12

13 14 海の⽇ 15 16 年齢別イベント 17 年齢別イベント 18 19

20 21 22 サークル 23 ⾃由あそび 24 サークル 25 ⾃由あそび 26

27 28 29 ⾃由あそび 30 ⾃由あそび 31

1 2

3 4 5 6 特別講座 7 特別講座 8 9

10 11 ⼭の⽇ 12 夏季休業 13 夏季休業 14 夏季休業 15 夏季休業 16

17 18 19 20 サークル 21 ⾃由あそび 22 ⾃由あそび 23

24 25 26 ⾃由あそび 27 ⾃由あそび 28 サークル 29 ⾃由あそび 30

31

1 2 3 年齢別イベント 4 サークル 5 ⾃由あそび 6

7 8 9 ⾃由あそび 10 りすA 11 りすB 12 サークル 13

14 15 敬⽼の⽇ 16 ⾃由あそび 17 18 あひる 19 20

21 22 23 秋分の⽇ 24 りすA 25 りすB 26 サークル 27

28 29 30 親⼒アップ

1 親⼒アップ 2 あひる 3 4

5 6 7 ⾃由あそび 8 りすA 9 りすB 10 ⾃由あそび 11

12 13 スポーツの⽇ 14 サークル 15 ⾃由あそび 16 あひる 17 18

19 20 21 22 りすA 23 りすB 24 ⼤学祭準備 25 ⼤学祭

26 ⼤学祭 27 ⼤学祭⽚付け 28 ⾃由あそび 29 あひる 30 サークル 31

1

2 3 ⽂化の⽇ 4 5 りすA 6 りすB 7 8 遊びの交流会

9 10 11 ⾃由あそび 12 サークル 13 あひる 14 ⾃由あそび 15

16 17 18 19 年齢別イベント 20 ⾃由あそび 21 サークル 22

23 勤労感謝の⽇ 24 振替休⽇ 25 26 ⾃由あそび 27 親⼒アップ 28 29

30

1 2 ⾃由あそび 3 サークル 4 サークル 5 ⾃由あそび 6

7 8 9 10 サークル 11 ⾃由あそび 12 ⾃由あそび 13

14 15 16 サークル 17 18 年齢別イベント 19 20

21 22 23 ⾃由あそび 24 25 26 27

28 29 30 31

8

9

10

11

12

4

5

6

7

⾦ ⼟⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊
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（（２２））項項⽬⽬別別相相談談件件数数  

項項
⽬⽬  

基
本
的
⽣
活

習
慣 

発
達
・
発
育 

医
学
的
問
題 

⽣
活
環
境 

育
児
⽅
法 

虐
待
関
係 

合合
計計  

件件
数数  9 14 1 11 11 ０ 46 

 

（（３３））事事業業別別参参加加組組数数  

事業名 回数 
(回) 

定員述べ組数 
(組) 

参加組数 
(組) 

年齢別イベント ９ 144 114 

親⼦のひろば 
りす前期 10 80 71 

あひる前期 10 80 76 
りす後期 10 80 73 

あひる後期 5 40 38 
⾃由あそび 事前申込み 57 515 478 

当⽇枠 53  338 
ひろばサークル 24  152 

親⼒アップセミナー 3 40 35 
学⽣企画イベント遊びの交流会 2  111 

⼦ども⼼理相談 随時  14 
合計 1500 

  

曜

日
月

1 元旦 2 3

4 5 6 7 サークル 8 サークル 9 ⾃由あそび 10

11 12 成⼈の⽇ 13 ⾃由あそび 14 ⾃由あそび 15 年齢別イベント 16 17

18 19 20 サークル 21 ⾃由あそび 22 ⾃由あそび 23 24

25 26 27 28 年齢別イベント 29 サークル 30 ⾃由あそび 31

1 ⼊試 2 3 ⼊試 4 ⼊試 5 ⼊試 6 ⼊試 7 ⼊試

8 ⼊試 9 10 サークル 11 建国記念の⽇ 12 ⾃由あそび 13 ⾃由あそび 14

15 16 17 ⾃由あそび 18 サークル 19 20 ⾃由あそび 21

22 23 天皇誕⽣⽇ 24 25 ⾃由あそび 26 ⾃由あそび 27 28 遊びの交流会

1 2 3 サークル 4 ⾃由あそび 5 ⾃由あそび 6 サークル 7

8 9 10 ⾃由あそび 11 サークル 12 サークル 13 ⾃由あそび 14

15 16 17 18 19 20 学位授与式 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

⾦ ⼟⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊

3

1

2
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（（３３））地地区区別別参参加加者者数数  

 年齢別 
イベント 

親⼦の 
ひろば 

親⼒アップ
セミナー ⾃由あそび ひろば 

サークル 

学⽣企画 
イベント 
遊びの 
交流会 

⼦ども 
⼼理相談 合計 

⽇進市 
親 80 166 23 538 98 106 17 1028 
⼦ 91 166 27 620 107 127 19 1157 

名古屋市 
親 13 52 6 112 16 23 1 223 
⼦ 13 66 7 138 21 26 0 271 

⻑久⼿市 
親 14 14 2 95 17 12 1 155 
⼦ 16 14 2 113 17 17 1 180 

尾張旭市 
親 4 0 0 26 2 0 0 32 
⼦ 6 0 0 36 2 0 0 44 

みよし市 
親 1 10 1 9 2 1 0 24 
⼦ 1 10 1 9 3 2 0 26 

瀬⼾市 
親 2 3 2 19 8 1 0 35 
⼦ 4 3 2 22 10 1 0 42 

豊⽥市 
親 3 0 0 20 5 5 0 33 
⼦ 4 0 0 27 7 7 0 45 

東郷町 
親 0 5 0 9 0 0 0 14 
⼦ 0 5 0 10 0 0 0 15 

その他 
親 1 0 1 15 4 10 0 31 
⼦ 1 0 1 15 4 9 0 30 

合計  254 514 75 1833 323 347 39 3385 
 
（（４４））事事業業別別学学⽣⽣参参加加者者数数  

事業名 
学⽣ 

４ ３ ２ １ 計 
年齢別イベント 0 3 ５ 11 19 
親⼦のひろば 7 16 54 45 122 
⾃由あそび 0 25 8 146 179 

親⼒アップセミナー 0 12 3 6 21 

遊びの 
交流会 

キミもヒーローにならないか！ 
〜nuas に平和をとりもどそう〜 0 54 46 95 195 

nuas EXPO 2026 
〜世界のお祭りを楽しもう！〜 9 14 17 18 58 
⼦ども⼼理相談      

計 16 124 133 321 594 
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ⅡⅡ．．事事業業報報告告  

１１．．年年齢齢別別イイベベンントト  
１．趣旨 

家庭でもできる年齢に応じた遊びや季節に因んだ活動を提供し、楽しく⼦育てができる           
よう⽀援する。 

 
２．⽇程・内容 

  ⽇程・対象・当⽇参加組数/定員 内 容 

1 回 
2025 年 4 ⽉ 11 ⽇ 
2 歳児の親⼦ 18 組/15 組 

春のさんぽ 
・⼤学構内の散歩、こいのぼり製作 

2 回 
2025 年 6 ⽉ 25 ⽇ 
1 歳の親⼦ 17 組/20 組 

1 歳のお友だち集まれ 
・運動遊び、親⼦で触れ合い遊び 

3 回 
2025 年 7 ⽉ 16 ⽇ 
1 歳児の親⼦ 17 組/18 組 

⽔遊び（１歳児） 
・⾊⽔遊び、寒天遊び、的あて、⽔⾞など 

4 回 
2025 年 7 ⽉ 17 ⽇ 
2 歳児の親⼦ 14 組/15 組 

⽔遊び（２歳児） 
・⾊⽔遊び、寒天遊び、的あて、ウォータース
ライダーなど 

５回 
2025 年 9 ⽉ 3 ⽇ 
0 歳の親⼦ 12 組/15 組 

０歳のお友だち集まれ 
・⾃由遊び、グループ交流、触れ合い遊び 

６回 
2025 年 11 ⽉ 19 ⽇ 
2 歳児の親⼦ 11 組/15 組 

秋のさんぽ 
・⼤学構内の散歩 

７回 
2025 年 12 ⽉ 18 ⽇ 
2 歳児の親⼦ 17 組/18 組 

クリスマス会 
・学⽣によるベル演奏、製作、サンタクロース
と雪だるま登場、パネルシアターなど 

８回 
2026 年 1 ⽉ 15 ⽇ 
4 歳未満の親⼦ 9 組/10 組 

親⼦で⾳楽を楽しもう〜ʻʻ⾳楽療法ʻʻを学んで
いる学⽣による⾳楽会！〜 
・演奏を聴く、楽器を鳴らすなど 

９回 
2026 年 1 ⽉ 28 ⽇ 
2 歳児の親⼦ ９組/15 組 

節分ごっこ 
・ペープサート、お⾯作り、⾖まきごっこなど 

 
３．活動の概要  
（（１１））春春ののささんんぽぽ  

①概要 

－ 8－



前⽇に⾬が降ったが、当⽇は散歩⽇和となり、⼤学構内を散策した。道路を歩く際の注
意事項を説明し、信号の渡り⽅などの交通ルールを守って親⼦で安全に気を付けて横断歩
道を渡った。今年は初めての試みで、スタンプラリー形式の遊びを⾏った。各ポイントに
鱗のシールがあり、⼀枚ずつ好きな柄を選択して⼟台のこいのぼりに貼り付けていき、最
終的に⾊とりどりの鱗がついたこいのぼりを完成させた。帰り道は、棒がついたこいのぼ
りを⼿に持って泳がせながら⼦どもケアセンターまで親⼦で歩いた。 

また、どんぐり広場でどんぐりを拾ったり、芝⽣広場では苔のクッションを踏みしめた
りと、思い思いに楽しむ様⼦がみられた。 
 
②参加者アンケートより 
・⾃然にも触れて、同じ⽉齢のお友達と同じ活動ができて楽しそうだった。 
・先⽣がよく⾒てくれるので安⼼して歩けた。⼦どもは鯉のぼりを作って持つのが嬉しか

ったようだ。 
・散歩の途中で休憩や次に進む仕掛けを⽤意してもらっていたので、⼦どもも楽しく歩く

ことができた。 
・先⽣の他にも学⽣がよく⼦どもを⾒てくれて、⼦どもの⽬線に合わせてたくさん声かけ

をしてくれて素敵な⽅だった。 

  
（（２２））11 歳歳ののおお友友だだちち集集ままれれ  

①概要 
今年は⾝体を動かすことをねらいとして、講座の前半は広々とした NUAS ホールで運

動遊びを⾏った。ブロックマットの滑り台やゆらゆらトンネル、コンビカーなど様々な遊
具を設置した。また、ままごとやボールプールなど普段プレイルームにある玩具も設置し、
広いホールでも安⼼して過ごせるよう配慮した。 

後半は、季節に因んだものを中⼼に、わらべうたやかえるのうたの輪唱や絵本の読み聞
かせを⾏い、親⼦で穏やかに触れ合う時間をもつことができた。 

5
100%

この事業に参加してどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5
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②参加者アンケートより 
・とにかく⾝体を動かすことが⼤好きなので、たくさんの種類の遊びがあって楽しかった。

マットにフラフープが通してあってゆらゆら揺れるものは初めて⾒て、とてもおもしろ
いと思った。これから暑くなるので、こんなに広くてのびのびと遊べる場所があるのは
ありがたい。 

・⾃由あそびだけでなく、絵本の読み聞かせやわらべうた遊びなどもあって良かった。 
 
 
  
  
  
  
  
  

  
（（３３））（（４４））⽔⽔遊遊びび〈〈11 歳歳児児〉〉〈〈22 歳歳児児〉〉  

①概要 
両⽇ともに⾬のため⽔遊びは中⽌とした。参加者は⾃由あそびとしてプレイルームやスロー

プ横で過ごした。特別に、夏ならではの寒天遊びの場を設け、⼿で潰して冷たい感触を味わっ
たり、型抜きをしたりして楽しんだ。プレイルーム内には、保育者が作った⽔遊び⽤のおもち
ゃを掲⽰し、家庭での参考になるようにした。⾃由あそび後は、ペープサートとバルーンのお
楽しみを実施し、終了した。⽔遊びを実施していないため、参加者アンケートはなしとした。 
  
（（５５））００歳歳ののおお友友だだちち集集ままれれ  
①概要 

例年 6 か⽉から 1 歳前までの⼦どもを対象にしていたが、今回は対象の範囲をもう少し
広げて 3 か⽉から 1 歳前までの⼦どもとその保護者を募集した。 

ねんねコーナーやおすわりコーナー、はいはいコーナーの 3 つにエリアを分けて、それぞ
れの発達に合わせた玩具や遊具、⼿作りおもちゃを⽤意した。マットのすべり台やトンネル
などの遊具では、ハイハイや腹ばいで⾝体全体を使って楽しんでいた。学⽣や保育者による
⾒た⽬にも楽しい⼿作りおもちゃは、どうやって作ったのだろうと興味をもつ保護者が多く
みえた。また、⽉齢ごとにグループ交流の時間を設け、参加者同⼠で⼦育ての情報交換をす
る機会をつくった。きょうだい児がいる⽅が多く、同じ悩みを共有し、和やかに話される様
⼦がみられた。 

5
82%

4
18%

この事業に参加してどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5
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②参加者アンケートより 
・⾃由あそびにないおもちゃもあって楽しそうに遊べていたのでよかった。 
・上の⼦が居るとなかなか下の⼦と触れ合う時間がないので、とても楽しかった。 
・同じ⽉齢の⼦達と触れ合えて楽しかった。もう少しグループの時間があるともっと嬉し

かった。 

 
（（６６））秋秋ののささんんぽぽ 

①概要 
双眼鏡とビニールでできたバッグを⾝に着けて、春のさんぽよりも⻑い道程で⼤学構内

を散歩した。落ち葉を踏みしめ紅葉を⾒上げつつ坂道をのぼり、秋の季節を存分に感じな
がら親⼦で歩いた。 

双眼鏡をのぞいて景⾊をみたり、珍しい⽊の実を⾒つけ親⼦で教え合ったりと、⼦ども
たち同⼠で秋の実りを発⾒した喜びを共有していた。秋の⽊の実がたくさん実って道に落
ちていたため、⽊の実や⽊の葉を拾ってバッグにしまっていた。中でも⽊の実に興味をも
つ⼦どもが多くおり、保育者が⽤意していた⼿作りの植物図鑑と照らし合わせて探す様⼦
がみられた。⼦どもケアセンターに帰ったあとは、⼩さなペットボトル容器に拾った実や
葉を詰めて、オリジナルのマラカス作りを楽しんだ。 

 
②参加者アンケートより 
・普段近くで⽊の実をみかけたことはあっても、じっくり拾ったり遊んだりしたことはな

かったので、良い経験になった。 
・散歩をしながら様々なスポットがまわれて、それぞれ違った⽊の葉や⽊の実など、楽し

み⽅が豊富で、⼦どもも⼤⼈もとても楽しむことができた。 
・普段は⼊れない構内を探検でき、⾃然と触れ合いながらのんびり散歩ができたので、と

ても良かった。 

5
75%

4
25%

この事業に参加してどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5
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（（７７））ククリリススママスス会会  

①概要 
今回初めて学⽣によるベル演奏を⾏った。普段とは異なる雰囲気で始まるので最初は緊

張していた⼦どもも、次第に笑顔が⾒られるようになった。サンタ・ブーツの製作や塗り
絵をはじめ、パラバルーン、親⼦でダンス、パネルシアターなど盛り沢⼭の内容で⾏うこ
とができた。クリスマスの雰囲気を楽しみながら、サンタ・トナカイ・雪だるまとの写真
撮影を⾏うことができた。 
 
②参加者アンケートより 
・⼦どもたちが飽きないようなプログラムでどれも楽しかった。 
・楽しい⼯作に⾳楽にサンタさんとの写真撮影がよかった。 
・製作やダンス、いろんな種類の遊びをさせてもらえた。先⽣⽅が楽しんでいる様⼦が

⼦どもたちにも伝わっていると感じた。 

 
（（８８））親親⼦⼦でで⾳⾳楽楽をを楽楽ししももうう〜〜ʻ̒ʻ̒⾳⾳楽楽療療法法ʻ̒ʻ̒をを学学んんででいいるる学学⽣⽣にによよるる⾳⾳楽楽会会！！〜〜  

①概要 
学⽣による⾳楽療法を⾏った。⾳楽療法とは⽬的をもって意図的に⾳楽を使うことであ

り、今回は保護者もリラックスできるようにということを⽬的とした。 

5
100%

この事業に参加してどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5
88%

4
6%

3
6%

この事業に参加してどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5

5
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⼦どもの名前を呼びながら歌うことで、保護者や⼦どもの喜ぶ姿が⾒られた。実際に多
くの本物の楽器を⾒て、触れて、演奏して、⼦どもが楽器や⾳楽に興味をもっていた。 

 
②参加者アンケートより 
・学⽣の皆さんそれぞれの発表がどれもとても楽しかった。楽器の演奏も合唱も感動した。 
・⼦どもたちが普段触れない楽器に触れたり、聴いたりする良い機会になった。 
・多くの種類の楽器の⾳に触れ合い、リラックスできた。 

 

  
（（９９））節節分分ごごっっここ  

①概要 
⻤のお⾯づくりでは保育者が『あわてんぼう⻤』『くいしんぼう⻤』といったイメージ

しやすいお⾯をかぶり、⼦ども達に紹介した。書くことが苦⼿な⼦どももいることから、
貼るだけでも可愛くなるようなものを準備した。⻤は怖いというイメージを払拭するため
に可愛く愉快な⻤が登場して、明るい掛け合いの場⾯を披露した。笑顔で⾒ていたり、勇
敢に⾖を投げたりと積極的に参加する姿が⾒られた。 
 
②参加者アンケートより  
・節分が何かしっかりと理解できた。来る前までは⻤が怖いと思っていたみたいだが、参

加させてもらって怖くなくなった。 
・パーツを貼る場所、クレパスでのお絵かき等、⾃分の作りたいものが出来るまで時間を

かけ、こだわって作ることができた。 
・歌、⼯作、パネルシアターなど、様々な活動をテンポよく⾏ってくださり⼦どもたちが

飽きることなく楽しんでいた。 

5
67%

4
33%

この事業に参加してどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

1

2

3

Indesign
でノセ 
（Word
では修正
不可能） 

4

3

2

1

5
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5
100%

この事業に参加してどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5
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２２．．親親⼦⼦ののひひろろばば    
１．趣旨 

0、1 歳児の⼦育てについて、仲間と⼀緒に考え合い、保護者同⼠が交流する機会を提供
し、⼦育てを⽀援する。 

 
２．⽇程・活動の概要 
（１）前期 
①対象・定員 
りす：⽣年⽉⽇が 2024 年 4 ⽉ 2 ⽇〜2024 年 9 ⽉ 30 ⽇の⼦どもとその保護者各 8 組 
あひる：⽣年⽉⽇が 2023 年 4 ⽉ 2 ⽇〜2024 年 4 ⽉ 1 ⽇の⼦どもとその保護者各 8 組 
 
②⽇程・活動の概要 

回 ⽇程 内容 託児 

1 回 

4 ⽉ 16 ⽇ 
4 ⽉ 17 ⽇ 
4 ⽉ 23 ⽇ 
4 ⽉ 25 ⽇ 

⼦どもケアセンターに慣れよう 
・⾃⼰紹介 
・託児の聞き取り 
 

無し 

2 回 

5 ⽉７⽇ 
5 ⽉８⽇ 
5 ⽉ 15 ⽇ 
5 ⽉ 16 ⽇ 

⾃⼰紹介ゲームをしよう 
・最近買って良かったもの・おすすめのスーパー・⼈⽣で⾏
って⼀番良かった場所・好きな芸能⼈など 

別室 

3 回 

5 ⽉ 21 ⽇ 
5 ⽉ 22 ⽇ 
5 ⽉ 29 ⽇ 
5 ⽉ 30 ⽇ 

⼦育てについて話してみよう 
・夫との家事の役割分担・離乳⾷の進め⽅・⼦どもと⼀緒
に⾏けるおすすめスポット・⾷事の時の対応・きょうだい児
への接し⽅など 

別室 

４回 

6 ⽉ 4 ⽇ 
6 ⽉５⽇ 
6 ⽉ 12 ⽇ 
6 ⽉ 13 ⽇ 

センサリーボトルを作ろう 
ほっとひといきティータイム 
 
 

別室 

 
5 回 
 

6 ⽉ 18 ⽇ 
6 ⽉ 19 ⽇ 
6 ⽉ 26 ⽇ 
6 ⽉ 27 ⽇ 

サークルを⽴ち上げよう 

無し 
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保護者同⼠の交流を必要とされた⽅の『ご縁とつながりを⼤切にしてほしい』という思い

から、最終的にサークルを⽴ち上げることを⽬的とした全５回の連続講座にした。 
１回⽬は⼦どもケアセンターに慣れてもらうことを⽬的とし、保育者の紹介と親⼦の⾃⼰

紹介の場を設けた。その後普段の⼦どもの様⼦について聞き取りを⾏い、⾃由に遊んだ。２
回⽬からは⼦どもたちの託児が始まり、保護者は別室で講座を⾏った。お互いを知ろうとい
う⽬的で⾃⼰紹介ゲームを⾏った。⾊々な質問に盛り上がり、⼀気に場が和んだ。３回⽬は
リアルタイムで悩んでいること、聞きたいことを共有する場を設けた。「離乳⾷や寝かしつ
けなど、⽇々の過ごし⽅のヒントを沢⼭聞けて良かった」という声が多くあがった。４回⽬
はセンサリーボトル作りとほっとひといきティータイムを⾏った。センサリーボトル作りで
はそれぞれオリジナリティ溢れるボトルができ上がった。その後、⾃宅から持ち寄ったお菓
⼦を⾷べながら会話を楽しんだ。５回⽬はサークルの⽴ち上げをした。サークル名を決めた
り写真撮影をしたりして、最後は保育者によるおたのしみのバルーンで締めくくった。今後
はサークル仲間として楽しく活動してもらいたい。 
 
③参加者アンケートより 
＜りす A＞ 
・毎回楽しくあっという間だった。素敵な⽅々

と出会えて充実した時間を過ごす事ができた。 
・託児中の様⼦を詳しく伝えてくれ、安⼼して

預けることができた。 
・２週に⼀度のペースで負担なく通うことがで                   

きた。 
 
＜りす B＞ 
・⺟たちだけでゆっくり会話ができてとてもリ                   

フレッシュになった。 
・同じ年齢の⼦ども、第⼆⼦以降という同じ境                    

遇で集まれることはなかなか無いのでとても
良かった。 

・⼦どもが初めての託児でどんな反応をするの                   
か、またどのように慣れていくのか⾒られて
良かった。 

5
100%

この事業に参加されてどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5
100%

この事業に参加されてどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5

5
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＜あひる A＞ 
・遊び場が広く、親同⼠も交流ができ保育者の⽅                   

も親切で良かった。 
・親と離れる時間を⼦どもに経験させることがで                  

きて良かった。 
・悩みを共感できたり、意⾒を参考にさせてもら                   

ったりと楽しく過ごす事ができた。 
 
＜あひる B＞ 
・純粋に楽しかった。⼦どもと離れて意外な姿も                   

発⾒できた。 
・⾃分の⼦が保育者や学⽣と思っていたよりも 

コミュニケーションをとれていて驚き、嬉しく                   
感じた。 

・施設がとても綺麗で、保育者や学⽣の⽅々が温                   
かく迎えてくださりとても安⼼して過ごす事が
できた。 

 
（２）後期 
①対象・定員 
りす：⽣年⽉⽇が 2024 年 4 ⽉ 2 ⽇〜2025 年 4 ⽉ 1 ⽇の⼦どもとその保護者各 8 組 
あひる：⽣年⽉⽇が 2023 年 4 ⽉ 2 ⽇〜2024 年 4 ⽉ 1 ⽇の⼦どもとその保護者各 8 組 
 
②⽇程・活動の概要 

回 ⽇程 テ ー マ と 内 容 託児 

１回 
9 ⽉ 10 ⽇ 
9 ⽉ 11 ⽇ 
9 ⽉ 18 ⽇ 

⼦どもケアセンターに慣れよう 
・⾃⼰紹介 
・託児の聞き取り 

無し 

2 回 

9 ⽉ 24 ⽇ 
9 ⽉ 25 ⽇ 
10 ⽉ 2 ⽇ 

⾃⼰紹介ゲームをしよう 
・⼈⽣で⾏って⼀番良かった場所・現在(昔)の趣味・好き

な芸能⼈ 
・⼦どもが寝たら何がしたいか・最近買って良かったもの 
・昔のアルバイトなど 

別室 

3 回 10 ⽉ 8 ⽇ ⼦育てについて話してみよう 別室 

5
100%

この事業に参加されてどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5
100%

この事業に参加されてどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5

5
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10 ⽉ 9 ⽇ 
10 ⽉ 16 ⽇ 

・毎⽇の⽣活の流れ・平⽇の⼦どもとの過ごし⽅・⼦どもと
の遊び場・離乳⾷の内容、量・トイレトレーニングの⽅法 
・イヤイヤ期の対応など 

４回 
10 ⽉ 22 ⽇ 
10 ⽉ 23 ⽇ 
10 ⽉ 29 ⽇ 

センサリーボトルを作ろう 
ほっとひといきティータイム 別室 

5 回 
11 ⽉ 5 ⽇ 
11 ⽉ 6 ⽇ 
11 ⽉ 13 ⽇ 

サークルを⽴ち上げよう 
無し 

毎回⽋席者がいること、2 グループに分かれての作業も多いことを考慮して、各クラス
８名募集とした。今までは 5 回連続講座の最後に保護者同⼠の連絡先を交換していたが、
交流が深まるようにあえて 1 回⽬に⾏った。ニックネームで呼び合ったり、昼⾷を⼀緒に
とる約束をしたりと回を重ねるごとに仲が深まり、その結果、アンケートでは「連絡先を
早く知ることができて良かった」との意⾒が寄せられた。センサリーボトル作りでは、⽇
頃ゆっくり触れることが難しい細々したビーズやラメなどを⼿にとり、⼼をときめかせな
がら癒される時間になった。話し好きな⽅もいれば、聞き役に徹する控えめな⽅もおり、
クラスカラーは様々だった。前期・後期共に毎回⼈気の講座だが、新規の⽅はもちろん「上
の⼦で受講していて楽しかったから」「そこで作られたサークル活動が今も続いていて、
いい仲間に出会えたから」というリピーターの⽅も多い。新しい仲間との出会いに期待さ
れている印象を受けた。 

 
③参加者アンケートより 
＜りす A＞ 
・⼦どもが家族以外の⼈とどう関わるのかを知る                  

良いきっかけとなった。学⽣さんにも⼦どもに
も、多⽅⾯に向けて良い刺激となっていると感
じた。また、学⽣さんからだけでなく保育者さ
んからも様⼦を伝えていただけたので、しっか
りみてくださっていることが分かり安⼼して託
児ができた。 

・私たちママに寄り添った内容でとても嬉しかっ                  
た。保育者さんの託児の聞き取りや、マンツー
マンの学⽣対応など安⼼できるところがいくつもあった。また他のママとも仲良くなれた。 

5
100%

未回答
13%

この事業に参加されてどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1
未回答

5
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＜りす B＞ 
・⽀援センターなどに⾏っても、プライベートで

つながるところまでは難しいので、同じ年齢の
⼦どもをもつママたちとこれからもつながる
ことができて嬉しかった。 

・初めて預けたが短時間でも離れられると気分
転換になるし、⼦どもの反応を知ることができ
て良かった。 

＜あひる＞ 
・分離不安が強い息⼦だったので、3 回を通して

同じ保育者さんにみていただき息⼦も安⼼し
て慣れたのか、最終託児では遊べるようになっ
たのが嬉しかった。 

・学⾷とホール前の遊び場を何回か利⽤したが、 
⼦どもが脱⾛すると捕まえてくれる学⽣さん
や、⼦どものハイタッチに応えてくれる学⽣さ
んが沢⼭いて本当に助かった。 

 

5
100%

この事業に参加されてどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5
62%

未回答
38%

この事業に参加されてどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1
未回答

5

5
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３３．．親親⼒⼒アアッッププセセミミナナーー  
１．趣旨 

ヒューマンケア学部及び他学部の教員による専⾨性の⾼い講話や実践を通して、⼦育て
を⽀援する。 

 
２．⽇程・内容 

 ⽇程・対象・当⽇参加組数／定員 内容・講師 

1 回 

2025 年 5 ⽉ 28 ⽇ 
6 か⽉以上 4 歳未満の⼦どもとそ
の保護者（託児） 
10 組/12 組 

シルクスクリーンプリントでオリジナルトー
トバッグを作ろう 
島上祐樹 メディア造形学部ファッション造
形学科 准教授 

2 回 

2025 年 7 ⽉ 2 ⽇ 
6 か⽉以上 4 歳未満の⼦どもとそ
の保護者 
13 組/15 組 

親⼦でわくわく⾳楽体験〜⼿遊びからクラシ
ックまで〜 
岡⽥暁⼦ ヒューマンケア学部⼦どもケア学
科 教授 

3・
4 回 

2025 年 9 ⽉ 30 ⽇・10 ⽉ 1 ⽇ 
6 か⽉以上 4 歳未満の⼦どもとそ
の保護者（託児） 
12 組/12 組・8 組/10 組 

ヨガと瞑想〜ありのままを受け容れる〜 
林麗⼦ ヒューマンケア学部⼦どもケア学科 
准教授 

5 回 

2025 年 11 ⽉ 27 ⽇ 
興味のある⽅はどなたでも（妊娠
中の⽅も可） 
6 か⽉以上 4 歳未満の⼦どもとそ
の保護者（託児） 
11 組/13 組 

世界を広げる⾚ちゃんのコミュニケーション
〜発達⼼理学から⾒えてきた⾚ちゃんの能⼒
〜 
中島卓裕 ヒューマンケア学部⼦どもケア学
科 講師 

 
３．講座の概要 
（１）シルクスクリーンプリントでオリジナルトートバッグを作ろう 

①概要 
本学の映像メディア学部講師を招き、メディア棟へ移動してシルクスクリーンプリント

の講座を開催した。予め⽤意された様々なイラストの中から、好みのイラストと、インク
の⾊を選び、トートバッグに印刷をした。メッシュ状の版にインクをのせ、インクの量と
ヘラの⼒加減で仕上がりが変化していた。刷るのは⼀度限りのため、参加者も緊張の⼀瞬
であった。 

⼦どもたちは託児で、学⽣や保育者と共に、プレイルーム内で絵本を読んだり玩具で遊
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んだりと楽しく過ごしていた。 
②参加者アンケートより 
・シルクスクリーンプリントを経験したことがなかったので、とても⾯⽩かった。 
・託児をしてもらい、トートバッグを作ることができて有意義な時間を過ごすことがで

きた。 
・⼦どもと離れることができてリフレッシュできた。トートバッグも可愛いのですぐ使い

たい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）親⼦でわくわく⾳楽体験〜⼿遊びからクラシックまで〜 

①概要 
本学のヒューマンケア学部講師による⾳楽体験を⾏った。グランドピアノによるクラシ

ック演奏では、講師が弾くピアノに⽿を傾けて、親⼦で⼼地よい時間を過ごしていた。わ
らべうたや触れ合い遊びでは、「なべなべそこぬけ」「ぎっこんばっこん」「ひっつきもっ
つき」など親⼦で歌に合わせて触れ合い、笑顔があふれていた。また、⼤型絵本「はらぺ
こあおむし」は、⽣演奏に合わせて保育者が歌いながら読み聞かせをした。楽器に触れる
時間も設け、家庭にもあるものから、普段⾒慣れないものまで数多くのものが⽤意されて
いた。実際に触れて⾳を鳴らして参加者同⼠でもコミュニケーションをとっており、にぎ
やかな時間を過ごした。 

 
②参加者アンケートより 
・私⾃⾝も初めて⾒る楽器があり、驚きと発⾒の連続だった。 
・先⽣⽅の熱⼼な姿勢がとても素晴らしいと思った。学⽣さん⽅の雰囲気も⼤変よく、

親の私も楽しんで参加することができた。 
・⾃由に動き回っても良い⾳楽会、とてもリラックスして参加できた。またやってほしい。 

素敵な演奏、温かい保育者さんの声掛けがたくさんあり、参加して良かった。 
 

5
100%

この事業に参加されてどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5
4
3
2
1

5
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（３）（４）ヨガと瞑想〜ありのままを受け容れる〜 

①概要 
講師体調不良のため、２⽇間とも講座は実施しなかった。参加者は⾃由あそびとして、

プレイルームやスロープ横で⼀⽇遊んで過ごした。 
 

（５）世界を広げる⾚ちゃんのコミュニケーション〜発達⼼理学から⾒えてきた⾚ちゃんの
“能⼒”〜 

 ①概要 
発達⼼理学の観点から⾚ちゃんとの関わり⽅を学ぶ講座を実施した。対象を『興味のあ

る⽅はどなたでも申し込み可能』とし、今現在⼦どもを育てている⽅だけではなく妊娠中
の⽅や祖⽗⺟など広範囲の⽅を対象に⾏った。前半は資料と解説をもとに、⾚ちゃんが成
⻑していくにつれてどのような能⼒をもつのかを学び、理解を深めた。後半は「伝達の難
しさ」を体験するブロックゲームを⾏い、ワークショップを通じてコミュニケーションの
本質や重要性を再確認する、活気ある学びの場となった。 

 
②参加者アンケートより 
・ワークを通して、相⼿に⾔葉が伝わった時の嬉しい気持ちを実際に感じることができ

た。⼦どもは、今は⾃分の気持ちを伝えるのがなかなか難しいと思うので、少しでも
⼦ども⽬線に⽴って、今後関わっていきたいと思った。 

・親になってから講義を受ける経験がとても良く、楽しい学びだった。また、⼦どものも
どかしさを少しでも体験できて良かった。 

・⼦どもに声を掛けたり、コミュニケーションを積極的に取ったりしようと思った。 
  

5
100%

この事業に参加されてどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5

4

3

2

1

5
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5
93%

4
7%

この事業に参加されてどう思われましたか
(5がよかった、1がよくなかったの5段階評価)

5

4

3

2

1

5
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４４．．⾃⾃由由ああそそびび  
１．趣旨 

地域の⼦育て家庭にプレイルームを開放し、親⼦が安⼼して触れ合う場や他の親⼦と交
流する場を提供するとともに、⼦育ての相談に応じる。 

 
２．⽇程・対象 

⽇程：年間スケジュール参照 
時間：10：00〜15：00 
対象：4 歳未満の⼦どもとその保護者 
 

３．活動の概要 
今年度から『⾃由開放』から『⾃由あそび』と名称を改めた。『⾃由開放』だと「どなた

でもいつでも来てください」という意味にも捉えられ、予約せず来所される⽅も⾒受けられ
たため、新規の⽅にも分かりやすいよう名称を変更した。4 歳未満の⼦どもであれば就園し
ていても来所が可能なため、夏休みに⼊ると 4 歳未満の年少児の利⽤が増えた。また、就労
している保護者が休みの⽇に親⼦で来所する姿もみられた。今年も事前予約枠 10 組、当⽇
枠 5 組とし募集しているが HP の性質上、5 組を超える場合もあった。午前も午後も各計 15
組となるように募集を⾏った。翌⽉分の⽇程について、今⽉の製作やフォトスポットと併せ
て、Instagram で発信し周知を図った。当⽇枠を設けることで、当⽇の都合や友だちと予定
を合わせて来られる⽅も増え、毎回 10〜15 組程の親⼦が来所されている。スロープ横では、
夏にボールプールを設置すると利⽤者からも⼤盛況で、連⽇親⼦で賑わっていた。冬にはコ
ンビカーに乗って道に沿って⾛ったり、滑り台を楽しんだりする姿が多くみられた。プレイ
ルームではままごと、今⽉の製作、2 歳児向けに新たに指先を使って遊べるフルーツタルト、
アイスクリームショップ、⼤⼯セットなどを取り⼊れると⼈気が集まった。また、誤飲に繋
がる細かいおもちゃも増えたため『貸し出し⼀覧表』を掲⽰し、借りたら返すというシステ
ムにした。『今⽉のわらべうた』をプレイルームに掲⽰し、毎回お楽しみタイムで紹介した。 
⺟⼦で来所される⽅がほとんどであったが、時代に合わせて⽗親の来所が増えてきている。
育児休暇取得中の⽗⼦で来所される⽅や休⽇に夫婦で来所される⽅がおり、育児への参加意
識が⾼くなってきていると感じる。寒い季節には床暖房がとても重宝している。 

前期は幼児保育専攻１年の『保育職キャリアデザインⅠ』の授業と連携し、１年⽣の学⽣
と親⼦が触れ合う機会を多く設けた。後期には、幼児保育専攻 4 年の『保育・教職実践演習』
の授業で 4 年⽣の学⽣が親⼦の前で実際にお楽しみタイムを実践し、親⼦と触れ合う機会
を設けた。外国語⼤学の英語サークル所属の学⽣が昼休憩の時間に来所し、英語の紙芝居の
読み聞かせも実施した。 
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５５．．ひひろろばばササーーククルル    
１．趣旨 

親⼦のひろばに参加した親⼦から⽴ち上がった⼦育てサークルに、⼦どもケアセンター
を開放し、主体的な活動を⼿助けし、地域の仲間づくりを⽀援する。 

 
２．⽇程・対象 

⽇程：年間スケジュール参照 
時間：10：00〜15：00   
対象：親⼦のひろばを終了後、⽴ち上げられた⼦育てサークル 

 
３．活動の概要 

親⼦のひろばの中で交流を深め、⽴ち上がったサークルが年に数回プレイルームで集まり、
メンバーで考えた活動を⾏っている。今年度は 11 サークルで始まり、前期後期の親⼦のひ
ろばを経て、現在は 18 サークルが在籍している。 

⼦どもケアセンター内の備品を活⽤し、ハロウィンのマント作りをしたりクリスマスには
クリスマスの⾐装を着てクリスマス会を⾏ったりと、季節や⾏事にちなんだ製作や⼿形⾜形
アートで⼦どもの成⻑を記録するなどの活動が多く⾏われた。また、プレイルーム内でゆっ
たりと過ごしながら⼦育ての悩みや⽇常の出来事を共有し、相談する場としても活⽤された。 
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６６．．学学⽣⽣企企画画イイベベンントト  遊遊びびのの交交流流会会    
１．趣旨 

学⽣が地域の親⼦向けに、遊びの企画から準備や当⽇の運営をし、地域とのつながりを
深めるとともに企画⼒、調整⼒、協働する⼒を⾝に付ける。 

 
２．⽇程・内容 

 ⽇程・対象・参加組数 内容 

1 回 2025 年 11 ⽉ 8 ⽇（⼟）10：00〜12：30 
年少から年⻑の⼦どもとその保護者 58 組 

キミもヒーローにならないか！ 
〜nuas に平和をとりもどそう〜 

2 回 2026 年 2 ⽉ 28 ⽇（⼟）10：00〜12：30 
3 歳以上の未就学児とその保護者 53 組 

nuas EXPO 2026 
〜世界のお祭りを楽しもう！〜 

 
３．活動の概要 
（１）キミもヒーローにならないか！〜nuas に平和をとりもどそう〜 

①概要 
⼦どもたちが憧れを抱く『ヒーロー』をテーマに、⼦どもたちがヒーローになりきって

相⼿に喜ばれる経験ができるよう、様々な遊びを学⽣が考え、展開した。 
プレイルームでは『⾃分だけの変⾝アイテム作り』を⾏った。⼦どもは紙コップに絵を

描いたりシールを貼ったりして、オリジナルのアイテムを⾝に着けた。⼦どもたちに作り
⽅の説明書を配付し、家に帰ってからも作れるように⼯夫をした。 

NUAS ホールでは、アスレチックに挑戦し、学⽣と⼀緒にヒーロートレーニングをした
り、悪い怪獣と戦って荒らされた町を救ったりと、⼦どもたちがヒーローになりきって遊
ぶ姿がみられた。 

N カフェでは、困った⼈を助けるために迷路の町へ！頼まれた品物を⽬指し、お買い物
ごっこを展開した。⼿に⼊れた品物は電⾞に乗り、困っている⼈の元へ届けた。学⽣扮す
る⾞掌や電⾞の装飾をしたトロッコが本物のようで、⼦どもたちは嬉しそうな表情を浮か
べていた。 

学⽣たちは『ヒーロー』という⼦どもたちにとってわかりやすいテーマと世界観で、特
別感を味わってもらえる⼯夫をした。また遊びの終わりには⼦どもたちに「ありがとう！」
と声をかけ、⼈に喜ばれること、感謝されることの⼼地よさを味わえるよう意識して関わ
る様⼦がみられた。 
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②参加者アンケートより 

・「ヒーロー助けてくれてありがとう！」 など⾊々な場所でほめてもらえたので 終始楽し
んでいるように⾒えた。 

・どのブースでも明るく元気に出迎えてくれ、さりげないサポートもあり楽しんでいた。  
・声援や⾒送りで本当のヒーロー扱いをしてもらい、本⼈は照れながらも嬉しそうにしていた。 
・満⾜感と達成感でいっぱいで、帰宅後⼦どもが製作物や体験談を家族に⾃慢気に報告し

ている姿が印象的だった。 
・何度も参加できるシステムが良かったと思った。1 度⽬は要領が掴めなかったり、緊張で

あまり学⽣さんと話せなかったりした息⼦が、回を重ねると⾃分から話しかけ、楽しんで
いてよかった。 

1
89%

2
11%

イベントに参加されてどう思われましたか
(1がとても良かった、

5が全く良くなかったの5段階評価)

1
2
3
4
5

1
5% 2

2%

3
89%

4
5%

イベントの時間は適切でしたか
(1がとても⻑い、5がとても短いの5段階評価)

1
2
3
4
5

1
75%

2
25%

学⽣の対応はいかがでしたか
(1がとても良かった、5が参加したくない

の5段階評価)
1
2
3
4
5

1 1

1
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（２）nuas EXPO 2026〜世界のお祭りを楽しもう！〜 
①概要 

昨年開催された⼤阪・関⻄万博をきっかけに、遊びを通して世界のお祭りを体験し、⼦ど
もたちに広い世界を楽しんでもらいたいという思いから「nuas EXPO」を開催した。 

アメリカのイースターハントをテーマにした遊びでは、転がる卵をキャッチしたり、森の
中に隠れた卵を⼀⽣懸命に探したりした。卵を⾒つけた瞬間のキラキラした笑顔が印象的で、
中には何度も繰り返し挑戦する⼦の姿も⾒られた。 

スペインのトマティーナ（トマト祭り）では、広々とした NUAS ホールを会場に、トマ
トに⾒⽴てた球を的に投げたり、学⽣と元気よく投げ合いをしたりした。学⽣⼿作りの「ト
マトのマント」を⽻織ることで、全⾝でお祭りの熱気を感じ、会場は⼤きな盛り上がりを⾒
せた。 

タイのランタンフェスティバルをテーマにした活動では、まず⾃分だけのランタン作りに
挑戦した。どの⼦もじっくりと時間をかけて絵を描き、個性豊かな作品を完成させた。その
後は船に⾒⽴てたトロッコに乗り、明かりの灯る部屋をゆっくりと回った。キラキラと輝く
空間を、⾃作のランタンと⼀緒に楽しむ穏やかなひとときとなった。 

フィナーレでは、⼀⽇の思い出を振り返る劇を⾏った。最後には学⽣と⼦どもたちが⼀緒
になって「⼩さな世界」を踊り、会場全体が⼀つになった。笑顔あふれる温かい雰囲気の中
で、すべてのプログラムを終了した。 

 
②参加者アンケートより 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
67%

2
33%

イベントに参加されてどう思われましたか
(1がとても良かった、

5が全く良くなかったの5段階評価)
1
2
3
4
5

1
5%

2
33%3

62%

イベントの時間は適切でしたか
(1がとても⻑い、5がとても短いの5段階評価)

1
2
3
4
5

1
82%

2
18%

学⽣の対応はいかがでしたか
(1がとても良かった、5が全く良くなかった

の5段階評価)

1
2
3
4
5

1 1

1
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・よく準備されていて、感⼼した。将来、保育者、幼稚園や⼩学校の先⽣になられるという
ことで、同業者として頼もしく感じた。 

・⼿作りのものがどれも素敵で、⼦どももとても楽しんでいた。 
・投げたり渡ったりして体を動かすところ、探したり転がしたりするゲーム的なところ、描

いたり作ったりするところなど、いろいろなことを楽しめるようになっていてよかった。 
・コーナーに⼊る時の待ち時間で⼦どもが退屈してしまうことがあったので、並ばなくてい

いような⼯夫や、並んでいる時に楽しめるものがあるといいと思った。 
・フィナーレで他の参加者の⼦と⼀緒に取り組む活動があって、よかった。 
・どの遊びも⾊々と考えてくださっていて、親⼦共々楽しい時間を過ごさせていただいた。

またぜひ参加したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【学⽣振り返りシートの結果】 
 
集計⼈数：195 ⼈＋58 ⼈ 

 

8%

7%

100%

32%

14%

93%

0%

60%

85%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

適切な服装、挨拶、⾔葉遣い

地域の⽅を迎える姿勢

責任感をもつ

他の学⽣・教員との協調

参加の姿勢

全くできなかった あまりできなかった ややできた できた

1％ 
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3%

28%

20%

12%

71%

78%

88%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業の趣旨理解

事業全体の流れの理解

⾃分の役割理解

事業内容の理解

全くできなかった あまりできなかった ややできた できた

6%

3%

24%

33%

26%

14%

70%

64%

72%

86%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

遊びの企画に積極的に参加したか

乳幼児の発達を意識して企画したか

安全に対する配慮、環境鵜整備

保護者とのコミュニケーション

遊びの企画と実施

全くできなかった あまりできなかった ややできた できた

1%

2%

19%

27%

80%

71%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼦どもや保護者の気持ちに寄り添い接する

全体を⾒て取り組む

対応

全くできなかった あまりできなかった ややできた できた

1％ 
 

2％ 
 

101 
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77．．⼦⼦どどもも⼼⼼理理相相談談  
名古屋学芸⼤学⼦どもケアセンター⼦ども⼼理相談室は、2015 年 6 ⽉に開設された。⼦

どもケアセンター（以下センターとする）に併設されており、0 歳から就学前までの⼦ども
とその保護者を対象とした相談室である。本年度の個別相談実績を報告する。 
 
１．⼦ども⼼理相談 
（１）体制 

0 歳から就学前までの⼦どもとその保護者を対象に、発達や育児などに関する相談を受
ける。相談員は臨床⼼理⼠ 1 名である。昨年度に引き続き、⾮常勤⼼理⼠が相談を担当し
た。相談枠は、⽔曜⽇の午前中（10 時〜12 時）であった。ただし、相談員と相談者（保
護者）の予定をその都度合わせながら相談を受け付けた。相談受付は、ホームページおよ
び電話による申し込みとセンターからの紹介で⾏った。基本的情報と主訴を聞き取った上
で受理⾯接（初回⾯接）の予約をし、受理⾯接後に、継続相談の有無を含めた対応を検討
した。受理⾯接は１回 50 分、継続⾯接は 1 回 45 分程度であった。 

 
（２）実績 

○相談件数 
今年度の相談件数は延べ 10 件であった。今年度

受理⾯接を⾏ったケースは 8 件、昨年度から継続し
て⾏ったケースが 2 件であった。 

8 件の相談対象児の年齢別・男⼥別件数は表１の
通りである。相談対象児は、0 歳児から 5 歳児で、
１歳児・３歳児が１件、４歳児が 1 件、２歳児・５
歳児が 3 件とばらつきがあった。昨年度から継続し
たケースは 1 歳男児と 3 歳男児であった。 

⾯接には保護者と相談対象児が⼀緒に来談した
場合と、保護者のみが来談した場合、相談対象児が
保育園や幼稚園に通っているため保護者と相談対
象児のきょうだいが⼀緒に来談した場合があった。保護者は⺟親が来談した。 

⽉別の来談者数（延べ数）は表 2 の通りである。年度初めより新規申し込みされること
があり、新規相談件数は昨年度と同程度であった。⼀⽅で、上半期は１回のみでの終結が
多く、継続ケースも年度途中で中断となったことから、来談者延べ数は減少傾向であった。
3 ⽉のみ新規来談が重なり、⽉別で⾒ると件数が増加した。 

年齢 男児 女児

0歳児 0 0 0 (0.0)

1歳児 1 0 1 (10.0)

2歳児 0 3 3 (30.0)

3歳児 1 0 1 (10.0)

4歳児 2 0 2 (20.0)

5歳児 2 1 3 (30.0)

計 6 4 10 (100.0)

表１　年齢別・男女別新規相談件数

計(%)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2 3 4 0 3 1 1 0 0 0 0 4 18

表２　月別の来談者数（延べ数）
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〇主訴 
相談申し込み時の主訴は表３の通りである。⼦育ての不

安が 4 件、⾔葉が 3 件、感情・気持ちが 2 件、その他が 1
件であった。その他の内容としては、⼦どもの発達の遅れ
や問題⾏動に対してどのように関わればよいか、必要な
⽀援が何か教えてほしい、というものだった。 

⼦育ての仕⽅が我が⼦の発達の遅れや問題⾏動に影響
を与えているのではないかという保護者⾃⾝の不安が語
られるケースが多かった。我が⼦のためにできることは
何かを考えて⼦育てしているものの、良い⽅向に変化し
ない我が⼦を⾒て疲弊していることが⽬⽴った。また、⾔
葉の遅れを⼼配しているケースも多く⾒られた。 

 
○相談形態・内容 
 相談形態は、相談対象児やきょうだいが来談した場合に
は親⼦同室とした。来談経路は表４の通りである。センタ
ーの事業などで知ったケースが 6 件と最も多く、ホームペ
ージで知ったケースが 2 件、市の広報などを⾒たケース、
友⼈・知⼈から聞いたケースがそれぞれ 1 件であった。 
 センターの事業に参加している保護者の中には、⼦育て
に不安を抱えている⽅も多く、⼼理相談室の紹介をするこ
とでつながったケースが昨年度と同様に⾒られた。センタ
ー内で⼼理相談室の紹介をすることで安⼼して相談でき
る環境を提供することができたと考えられる。また、広報活動として、昨年度と同様にチ
ラシを相談者が⾃由に⼿に取れるように設置した。実際にチラシを⾒て相談につながった
ケースもあることから、今後もセンター内外での広報を続けていきたい。 
 
○⽅針 
 来談した 10 件の今後の⽅針を表 5 に⽰した。⼦どもの特徴理解や今
後の⾒通しを伝えることを通して保護者の不安を受け⽌めることで気
持ちが落ち着き、1 回で終結するケースが多かった。発達のフォローが
必要と思われる場合には、関係機関の紹介や、探し⽅について案内をし
た。⼦どもが遊べる場や保護者同⼠がつながれる場としては、当センタ
ーの事業を伝えた。 

継続来談のケースは、発達の遅れや発達特性の影響によって、⼦ども
の問題⾏動がすぐには解決せず、保護者が関わり⽅を深く悩むケースと、保護者⾃⾝が対
応に迷うものの周りに相談できる⼈がいないケースであった。⼦どもの様⼦について経過
観察しながら関わり⽅についてのフォローを⾏い、適宜他機関の利⽤を含めて必要な⽀援

内容 人数

言葉 3

運動・動き 0

感情・気持ち 2

対人関係 0

集団生活・友達関係 0

日常生活習慣 0

子育ての不安 4

その他 1

計 10

表３　申込み時主訴

内容 人数

センターの事業などで知った 6

市の広報などを見た 1

他の施設から勧められた 0

友人・知人から聞いた 1

ホームページで知った 2

その他 0

計 10

表４　来談経路

継続 2

終結 0

1回のみ 6

中断 2

電話のみ 0

計 10

表5　今後の方針
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について検討している。また、中断しているケースは、保護者⾃⾝の課題が影響して⼦育
てに疲弊し深く悩むケースと、他の機関での相談も検討しているケースであった。前者の
ケースでは⼦どもの問題と保護者の問題を整理し、それぞれに必要な対応を検討すること
で、保護者をサポートしていた。保護者の都合で中断となったが、来談当初より落ち着い
てきた部分もあったため、相談再開を希望する場合に再度ご連絡をいただくこととした。
後者のケースでは、現状から考えられる⾒通しを伝えた上で、再度当相談室での継続を希
望される場合には、ご連絡いただくこととした。 
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８８．．学学⽣⽣のの⼦⼦どどももケケアアセセンンタターーのの活活⽤⽤  
１．ボランティア活動 
（１）趣旨 
  ⼦どもケアセンターで⾏う⼦育て⽀援事業に学⽣が積極的に関わることにより、理論と

実践を統合させる機会とする。 
  また、体験を通し、『⼦どもと触れ合う⼼構えを学ぶ』『⼦どもに安⼼・安全な環境づく

りを学ぶ』『⼦どもの⼼に寄り添う術を学ぶ』『保護者の思いに触れ、⼦育て⽀援の⼤切さ
や⼦育て相談のありようを学ぶ』などの機会とする。 

（２）実施概要 
〜授業の空き時間を使った主体的な取組〜 

項 ⽬ 概    要 

親⼦との 
触れ合い 
体 験 

⾃由あそびにおいて、親⼦との触れ合いを経験したり、親⼦との関わ
りを⾒聞きしたりすることにより、⼦どもの理解を深めたり、保護者
との関わり⽅を学んだり、⼦育てへの思いなどを理解したりするも
の。 

託児の補助 親⼦のひろば・親⼒アップセミナーの参加者の⼦どもを、保護者が講
座を受けている間、保護者とは別室で保育者と共に託児をするもの。 

年齢別 
イベントの 

補 助 

年齢別イベントの事業に、補助という位置付けで参加し、環境を整えた
り、親⼦の対応をしたり、安全確保をしたりするもの。 

  ※ねらい、具体的学び、⼿順は別表①参照 
（３）実績 

親⼦との触れ合い体験 託児の補助 年齢別イベントの補助 
28 回 179 ⼈ 23 回 143 ⼈ 6 回 19 ⼈ 

（４）成果 
・直接、親⼦に関わることにより、⼦どもの具体的な姿（重さ、声の⼤きさ、コミュニケ

ーション能⼒、全⾝の動きや⼿指の操作など）から、⼦どもの発達の経過を理解できた。
また保護者の⾔葉掛けの仕⽅などから⼦どもに関わる際のヒントを得ることができた。 

・授業で学んだことを、⽬の前の親⼦と照らし合わせることにより、理解を深めたり、再
確認をしたりすることができている。さらに、授業で学んだことを踏まえ、⾃分なりに
ねらいや⽬標をもって親⼦に関わり、振り返りをすることで次へのステップアップにつ
ながっている。 

・他の学⽣と⼀緒に参加することにより、親⼦への様々な対応の仕⽅を⾒聞きすることで、
⾃分⾃⾝の保育の視野を広げる機会となっている。 

（５）学⽣の振り返りシートより 
①⼦どもと触れ合って勉強になったこと・関⼼をもったこと 
・乳児の縦抱き抱っこの仕⽅について勉強になった。ぐっと腰の⾻に乗せるイメージでし
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っかり引き寄せて⽀えることで安定して乳児を⽀えられると分かった。泣き続けている
⼦どもとどのようにして関わるべきか、保育者との関わりを⾒て学んだ。抱っこでいろ
いろなところに⾏き、ぬいぐるみや⾳の鳴るもの、絵本、掲⽰物など、その⼦どもの意
識が向くものがどれなのか、⼦どもの様⼦をよく⾒ながら気持ちが落ち着くようにする
ことが重要だと分かった。（２年） 

・じっとこちらを⾒つめていた⼦どもたちは、最初はすぐに逃げてしまったが、しばらく
するとおもちゃを持ってきてくれるようになった。どのタイミングで⼼を開いてくれた
のか、そして「なんとなく気になるけれど恥ずかしい」という気持ちが初めは勝ってい
たのかもしれないと、⼦どもの⼼の動きに興味をもった。また、⼦どもたちはおもちゃ
を次々と変えながら遊び、興味が移り変わっていく様⼦も印象的だった。⼦どもたちは、
さまざまな刺激に反応しながら、⾃分なりの関わり⽅を探っているのだと感じた。（１
年） 

・最初はほとんどの⼦が泣いていたが、早めに泣き⽌んで遊ぶ⼦や環境に慣れなくてずっ
と泣いている⼦もいた。⾃分が担当した⼦は、抱っこしながらプレイルームを出て、気
分転換にお散歩をしたらすぐに泣き⽌んだ。⼦どもひとりひとりによって対応が違った
ので、とても勉強になった。（1 年） 

・⼦どもの興味関⼼の対象が玩具だけでなく、周りの環境にある壁⾯や天井から吊るされ
ている飾り、空調のプロペラ、保育者や他の⼦どもの遊んでいる様⼦なども含まれると
いうことを実感した。（1 年） 

・⼦どもと触れ合う中で、いきなり近づき過ぎると驚いて⾝構える姿が⾒られることに気
づいた。まずは安⼼できる距離を保ちながら、遊びを通して⾃然に⼼を開いてもらうこ
とが⼤切だと感じた。関わりのきっかけを急がず、⼦どものペースに寄り添う姿勢が信
頼関係につながると学んだ。（3 年） 

 
②親⼦の様⼦を⾒て学んだこと・関⼼をもったこと 
・⼦どもが何を伝えようとしているのか、何をしているのかが最初は分からなかったが、

保護者が何度か教えてくださった。私には分からなくても、保護者には伝わっているこ
とが不思議で、凄いと感じた。また、⼀⽣懸命保護者に話しかけている⼦がおり、⽇頃
から沢⼭親⼦でコミュニケーションを取ることでお話したい、伝えたいという気持ちが
育まれると思った。（3 年） 

・⼦どもの些細な⾔葉を聞き取り、理解している保護者を⾒て、普段から⼦どものことを
しっかり⾒守って⼦どもと向き合い、理解していることが分かった。そのことが⼦ども
にとって安⼼材料であることも、親⼦の様⼦を⾒て感じた。（2 年） 

・保護者に様⼦を伝える際は、楽しそうに遊んでいたなどと抽象的に説明するのではなく、
詳しく伝えることが⼤事だと学んだ。また保護者の⼦どもに対する声の掛け⽅や抱っこ
の仕⽅などを参考にすることで、⼦どもが安⼼して過ごせる環境につながると感じた。
（3 年） 

・泣かずに遊んでいた⼦どもがいて感⼼していたが、保護者が迎えに来た途端安⼼したの
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か泣きそうになりながら保護者の所に⾛って⾏く姿を⾒た。やはり保護者の存在は偉⼤
だと思った。（1 年） 

・どの保護者も⼦どもに温かく接しており、⼦どもの興味に関⼼をもって、⼦どもができ
るようになったことを喜び笑顔で接していた。中には⼦育てに不安を抱えている⽅もお
り、保育者とのお話で安⼼した様⼦が⾒えたのが印象的で、どのような声かけをしたの
か関⼼をもった。（3 年） 

 
③今後、学びを深めたいと思ったことや⾝に付けたいと思ったこと 
・親⼦で遊んでいる時に間に⼊っていくタイミングや関わり⽅がまだ上⼿くできず、会話

がぎこちなく⼦どもに信頼されづらい⾯が多かったので、保護者や⼦どもが関わりやす
い対応や声の掛け⽅、姿勢などをもう少し⾒直して取り組みたいと思った。（1 年） 

・最初は全然泣き⽌まず、座って抱っこしても抜け出そうと拒否していて、⼾惑った。保
育者が⼀時的に変わってくださり「歩きながら抱っこして、たくさん話しかけるといい
よ」と⾔って、少し落ち着いた⼦どもを引き継がせてもらった。泣いていてもたくさん
話しかけることの重要さが改めてわかった。興味をもってもらえるものが⾒つかるよう、
たくさん話しかける語彙⼒と話し続ける⼒を⾝につけたい。（1 年） 

・保育者が歌や⼿遊びを使って⼦どもが楽しめるようにしていたので、⾃分もレパートリ
ーを増やしてその場やその環境に応じてすぐに展開できるようにしたい。（1 年） 

・⼦どもだけに⽬を向けるのではなく、保護者とのコミュニケーションも⼤切にしたいと
思った。⾔葉遣いに気をつけながら、話題を出して親⼦で楽しめるような接し⽅が出来
たらいいと考えた。（３年） 

・保育者が保護者ひとりひとりに声をかけており、保護者は⾃分の⼦どものことや⼤⼈同
⼠の話し合いを楽しんでいるように⾒えた。今までは⼦どもに対して深く関わることが
多かったが、保護者との話し⽅についてもより学びを深めたいと思った。(３年) 

 
④その他（気付いたこと等） 
・活発な⼦どもが多く、話しかけてくれることが多かった。私の⼿を引いて、こっちで遊

ぼうと誘ってくれたことがすごく嬉しかった。初めてで少し不安だったが、可愛い笑顔
を向けてくれたから安⼼した。（1 年） 

・教科書や授業で習った⽉齢による粗⼤運動や微細運動の発達を遊んでいる中で⾒るこ
とができた。（2 年） 

・⼦どもケアセンターの保育者が、普段から衛⽣⾯・安全⾯への配慮だけでなく、⼦ども
の興味関⼼が⾼まるような環境構成をしていることが分かった。寒天遊びの幅も広く、
型抜きをしたりスプーンですくったりつぶしたり、⼿で冷たさや硬さなどの感覚を味わ
ったり、他にもさまざまな楽しみ⽅があって⼦ども達もとても楽しんでいた。（２年） 

・ひとりひとりの気持ちや発達の違いを受けとめながら、⼦ども同⼠の関わりを温かく⾒
守り、必要な時にさりげなく援助できる⼒を⾝につけたいと思った。そのために、⼦ど
もの表情やしぐさから気持ちを読み取り、安⼼して⾃分を表せる環境づくりについても
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学んでいきたい。（3 年） 
 

⑤本⽇参加してみて、保育者に質問、相談などはありますか？ 
・⼀緒に遊んでいる友達のことを叩いてしまった⼦どもがいる時、どのように対応すれば

いいのか教えていただきたい。（1 年） 
・⼦どもがおもちゃに興味をもった時にどのような声かけをすると良いのか。また、未だ

にどのように関わりに⼊ればいいかがわからない時がある。（１年） 
・⼦どもが「ぶーぶー」と⾔っていて、⾞のおもちゃが欲しそうだったため、抱っこした

状態で取りに⾏こうと体制を変えると泣いてしまう場合はどうすれば良いのか。（1 年） 
・指差しをしてやりたいような顔をするが、動こうとしない時はその場で遊べば良いです

か？（1 年） 
⇒質問があった学⽣を担当した保育者が、その⽇の様⼦を聞き取りながら具体的にお話
させていただいた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1%

1%

1%

2%

12%

16%

7%

20%

86%

82%

91%

78%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

適切な服装、挨拶、⾔葉遣い

地域の⽅を迎える姿勢

責任感をもつ

⽬的意識をもつ

参加の姿勢

全くできなかった あまりできなかった ややできた できた

1%

1%

14%

19%

85%

79%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業全体の理解

⾃分の役割の理解

事業内容の理解

全くできなかった あまりできなかった ややできた できた

4%

8%

34%

40%

61%

50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼦どもの思いや保護者に寄り添う

全体を⾒て取り組む

責任感をもつ

全くできなかった あまりできなかった ややできた できた

2％

1％

 

－ 37－



2200
2255

年年
度度

  
学学

⽣⽣
のの

⼦⼦
どど

もも
ケケ

アア
セセ

ンン
タタ

ーー
でで

のの
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
活活

動動
にに

つつ
いい

てて
  

  

 
ね

ら
い

・
学

⽣
の

学
び

 
⼿

順
・

時
間

帯
等

 

親 ⼦ と の 触 れ 合 い  

ね
ら

い
：

親
⼦

の
様

⼦
を

観
察

し
た

り
、

⼀
緒

に
遊

ん
だ

り
す

る
こ

と
に

よ
り

、
⼦

ど
も

の
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

保
護

者
の

声
を

直
接

聞
き

、
⼦

育
て

の
思

い
な

ど
を

理
解

す
る

。
 

具
体

的
学

び
：

遊
具

や
玩

具
の

特
徴

や
遊

び
⽅

を
⼦

ど
も

の
姿

を
通

し
て

知
る

。
 

 
 

 
 

 
：

⼦
ど

も
に

対
す

る
保

護
者

の
関

わ
り

⽅
を

⾒
て

、⾔
葉

掛
け

や
対

応
の

仕
⽅

を
知

る
。  

 
 

 
 

 
：

保
護

者
の

声
に

⽿
を

傾
け

、
保

護
者

の
思

い
や

気
持

ち
な

ど
を

知
る

。
 

事
業

：「
⾃

由
あ

そ
び

」
 

申
込

み
：

前
⽇

ま
で

に
記

⼊
 

時
間

帯
：

9時
40

分
〜

11
時

10
分

 
持

ち
物

：
エ

プ
ロ

ン
、

名
札

 
参

加
条

件
：

す
べ

て
の

学
⽣

 
 

託 児 の 補 助  

ね
ら

い
：

⼦
ど

も
の

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
⼦

ど
も

や
保

護
者

の
対

応
、

親
⼦

関
係

な
ど

に
つ

い
て

学
ぶ

。
 

具
体

的
学

び
：

各
⽉

齢
、

年
齢

の
⼦

ど
も

の
姿

（
⾝

体
の

状
況

、
⾝

体
活

動
、

⼿
指

操
作

、
⾔

語
、

表
現

、
認

識
、

社
会

性
な

ど
）

を
知

る
。

 
 

 
 

 
 

：
⼦

ど
も

の
状

況
に

応
じ

た
対

応
の

仕
⽅

（
遊

び
の

対
応

、
⽔

分
補

給
、

睡
眠

へ
の

導
⼊

、
お

む
つ

替
え

な
ど

）
を

知
る

。
 

 
 

 
 

 
：

親
⼦

関
係

（
抱

っ
こ

の
仕

⽅
、

泣
い

た
と

き
の

対
応

、
⼦

ど
も

の
表

情
、

親
の

表
情

、
思

い
や

気
持

ち
の

受
け

⽌
め

⽅
な

ど
）

を
知

る
。

 
 

事
業

：「
親

⼦
の

ひ
ろ

ば
」「

親
⼒

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
」

 
申

込
み

：
事

業
⽇

の
3⽇

前
ま

で
に

記
⼊

 
時

間
帯

：
9時

40
分

〜
11

時
10

分
 

持
ち

物
：

エ
プ

ロ
ン

、
名

札
 

参
加

条
件

：「
実

習
」

ま
た

は
「

親
⼦

と
の

触
れ

合
い

」
の

ど
ち

ら
か

を
経

験
済

み
の

学
⽣

 

年 齢 別 イ ベ ン ト の 補 助  

ね
ら

い
：

各
年

齢
に

応
じ

た
遊

び
の

設
定

、
環

境
（

⼈
的

、
物

的
）

設
定

、
安

全
へ

の
配

慮
、

親
⼦

へ
の

対
応

の
仕

⽅
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
。

 
具

体
的

学
び

：
各

年
齢

に
⾒

合
っ

た
遊

び
、

玩
具

や
道

具
の

数
量

や
配

置
の

仕
⽅

を
知

る
。

 
 

 
 

 
 

：
各

年
齢

に
相

応
し

い
場

の
広

さ
、

距
離

な
ど

の
物

理
的

環
境

、
季

節
や

気
候

な
ど

の
環

境
の

活
か

し
⽅

を
知

る
。

 
 

 
 

 
 

：
親

⼦
の

関
わ

り
の

あ
り

⽅
を

知
る

。
 

 
 

 
 

 
：

⼈
的

環
境

と
し

て
の

保
育

者
の

あ
り

⽅
を

知
る

。
 

事
業

：「
年

齢
別

イ
ベ

ン
ト

」
 

申
込

み
：

事
業

⽇
の

1週
間

ま
で

に
記

⼊
 

時
間

帯
：

9時
40

分
〜

11
時

10
分

 
事

前
打

ち
合

わ
せ

・
反

省
会

：
学

⽣
の

空
き

時
間

 
持

ち
物

：
エ

プ
ロ

ン
、

名
札

 
参

加
条

件
：

す
べ

て
の

学
⽣

 
 

 

－ 38－



２．授業における活動 
『⼦どもケア基礎演習』 
（１）趣旨 

『まずは⼦どもケアセンターを知ろう』という趣旨の体験型教育プログラムである。
授業と連動した取り組みで、⼦どもケアセンターの施設を⾒学し、事業内容を理解する。 

（２）実施概要 
 ①⼦どもケアセンターで実施している⼦育て⽀援事業の概要説明 
 ②学⽣の⼦どもケアセンター活⽤の概要及び実施⼿順の説明 
 ③プレイルームの⾒学 

（３）実績 
対象：幼児保育専攻１年⽣ 
受⼊れ回数：４回 
実施⽇：5/1・5/22・6/12・7/3 

 
『保育職キャリアデザインⅠ』 
（１）趣旨 

保育者として働くというイメージを具体化するために、⼦どもケアセンターでの実践
を撮影したのち、乳児やその保護者と保育者の関わりを観察したり親⼦とのふれあいを
体験したりして、『保育職を体感する第⼀歩』とする。 

（２）実施概要 
①⼦どもケアセンターの⾒学や保育実践映像の視聴を通し、⼦どもや⼦どもと関わるこ

とについて理解する。 
②⼦どもケアセンターでの『親⼦ふれあい体験』『保育者体験』を通し、保育者に対する

イメージを具体化する。 
③振り返りレポートの作成やグループディスカッションにより、『⼦ども』『保育者』に

対する理解を深める。 
（３）実績 

対象：幼児保育専攻１年⽣ 
受⼊れ回数：⾃由あそび 10 回 
実施⽇：5/9・5/13・5/23・6/6・6/10・6/17・6/20・7/1・7/4・7/8 

 
『保育・教職実践演習』 
（１）趣旨 

学⽣が４年間の⼤学での学びを元に、⼩グループで指導計画を⽴案する。⼦どもケア
センター事業に参加する親⼦を対象に遊びの実践を⾏うことで、⼦どもとのやりとりの
タイミングや間合いなどを⾝に付けるとともに、⼦育て⽀援に対する理解を深める。 

（２）実施概要 
①⽇程調整及び当⽇の参加者の状況（⼦どもの年齢、参加組数など）を⼦どもケアセン
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ターから伝達 
②学⽣から遊びの素案の提出及び確認 
③それぞれの事業（親⼦のひろば、⾃由あそび ）のお楽しみタイムにて演習 

（３）実績 
受⼊れ回数：6 回 
実施⽇：10/15・10/16・10/28・12/5・12/11・12/12 
 

『⼦ども⾳楽療育概論』 
（１）趣旨 

⼦ども、とくに障害児を対象とした⾳・⾳楽を⽤いた発達援助（療育）に関する基礎
的な知識・技能を習得することを⽬標とする。保育者・教育者としてのスキルに、付加
価値をつけられるようにすることを⽬指す。 

（２）実施概要  
⼦ども⾳楽療育の意義や背景といったものを学ぶことから始め、関⼼を⾼める。その

上で、⾳楽療育の基礎的な理論や実践について具体的に学ぶことで、受講⽣⾃⾝の経験
と結びつけて考えられるよう理解を深めていく。⾳楽の特性上、座学だけでなく演習も
織り交ぜながら、体験的な学びの場を提供する。 

（３）実績 
受け⼊れ回数：１回 
実施⽇：1/15（年齢別イベント） 

 
３．成果 

⼦どもケアセンターの⼦育て⽀援のあり⽅や学⽣のセンターの活⽤⽅法などを理解し
たのちに、プレイルームを⾒学したり実際に親⼦と関わったりした。学⽣たちは、おもち
ゃを⼿に取ったり、保育者に質問したりして、⼦育て⽀援施設としての⼯夫などを体験的
に学ぶことができた。このような学習を経て、学⽣たちは⼦どもケアセンターや参加親⼦
に、より興味や親しみをもつようになる。実際に、プレイルームをのぞき込んだり、参加
親⼦にアプローチしたりする姿が⾒られた。また『触れ合い体験』を経て『年齢別イベン
トの補助』『託児の補助』へと、積極的に親⼦と深く関わる活動に参加するようになる。 
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９９．．そそのの他他  
１．⼦ケア通信の発⾏ 
（１）趣旨 

・⼤学のもつ専⾨性を活かした⼦育て情報の発信のひとつとする。 
・⼦どもケアセンターの事業の実施状況を広く、地域の⼦育て家庭、⼤学の教職員及び

学⽣に発信していく。 
・⼦育て家庭、⼤学の教職員、学⽣が、⼦どもケアセンターを媒体にして相互に積極的

に関わる機会とする。    
（２）発⾏ 
   2025 年秋号−令和 7 年 9 ⽉  2026 年春号−令和 8 年 3 ⽉ 
（３）内容 ※別紙参照 
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～～職職員員紹紹介介～～  

セセンンタターー長長    加加古古  有有子子    セセンンタターー次次長長    岡岡田田  暁暁子子    事事務務職職員員    成成田田  尚尚子子  

臨臨床床心心理理士士    茂茂苅苅  梓梓  

保保育育士士        髙髙﨑﨑  ああゆゆみみ      小小山山  和和佳佳奈奈      藤藤田田  真真以以      

              菅菅澤澤  晃晃子子        楠楠井井  有有希希        門門  ああかかねね  

 

  
 
 
 
 

～～ 子どもケアセンターとは ～～ 
 地地域域のの子子育育てて中中のの親親子子、、名名古古屋屋学学芸芸大大学学のの学学生生・・教教職職員員ななどど、、多多彩彩なな立立場場のの人人がが、、互互いいにに

集集いい、、互互いいにに育育ちち合合ええるる子子育育てて支支援援のの場場でですす。。  

  日日進進市市のの子子育育てて支支援援セセンンタターー事事業業のの委委託託をを受受けけ、、４４歳歳未未満満ののおお子子ささんんとと保保護護者者のの方方ととがが

集集ええるる場場・・子子育育ててのの情情報報交交換換のの場場ととししてて「「親親子子ののひひろろばば」」「「年年齢齢別別イイベベンントト」」「「自自由由ああそそびび」」

「「遊遊びびのの交交流流会会」」、、保保護護者者のの方方のの子子育育てて力力をを支支ええるる「「親親力力アアッッププセセミミナナーー」」をを開開催催ししてていいまま

すす。。そそのの他他、、「「自自主主的的なな子子育育ててササーーククルルをを支支ええるる事事業業」」  

「「子子どどもものの発発達達上上のの心心配配やや不不安安にに対対応応すするる心心理理相相談談」」もも    

実実施施ししてていいまますす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

2025 秋 

赤赤ちちゃゃんんのの““魅魅力力””とと““能能力力””  

自自分分はは本本学学にに着着任任ししてて３３年年目目ににななりりまますすがが、、子子どどももケケアアセセンンタターーのの前前をを  

通通るるたたびびににととててももかかわわいいららししいい赤赤ちちゃゃんんたたちちにに癒癒ししををももららいい、、そそののおおかかげげでで  

日日々々のの仕仕事事をを続続けけらられれてていいまますす。。赤赤ちちゃゃんんのの様様子子をを見見てていいるるとと、、本本当当にに多多くく  

のの““ココミミュュニニケケーーシショョンン””ををししてていいるるここととにに驚驚ききまますす。。赤赤ちちゃゃんんはは英英語語でで  

iinnffaanntt（（イインンフファァンントト））とと言言わわれれまますすがが、、ここのの語語源源はは““否否定定””をを表表すす iinn--とと  

““話話すす””をを意意味味すするる ffaanntt かかららききてておおりり、、つつままりり iinnffaanntt ととはは「「話話ささなないい者者」」とといいうう意意味味ににななりり

まますす。。ししかかしし、、近近年年のの発発達達心心理理学学のの知知見見かからら赤赤ちちゃゃんんににははととててもも多多くくのの能能力力がが備備わわっってていいるるここ

ととがが分分かかっっててききままししたた。。赤赤ちちゃゃんんはは身身のの回回りりのの人人ののここととををよよくく見見てて、、そそのの人人のの表表情情やや行行動動ををママ

ネネししよよううととししまますす。。““猿猿ママネネ””とといいうう言言葉葉ががあありりまますすがが、、実実はは猿猿ははママネネがが得得意意ででははあありりまませせんん。。

ママネネををすするるとといいううののははたただだ相相手手のの動動作作をを模模倣倣すすれればばいいいいののででははななくく、、相相手手のの意意図図をを推推測測しし、、そそ

れれをを自自分分のの体体のの同同じじ場場所所でで表表現現ををすするるとといいうう高高度度なな力力がが求求めめらられれるるののでですす。。ここののよよううにに、、身身のの

回回りりのの人人ととののココミミュュニニケケーーシショョンンをを通通ししててたたくくささんんののここととをを学学習習すするるここととががででききるるののがが、、赤赤ちち

ゃゃんんのの１１番番のの能能力力ななののかかももししれれまませせんんねね！！  

子ケア通信 発発  行行：：令令和和７７年年 99 月月  
発発行行者者：：名名古古屋屋学学芸芸大大学学  
      ﾋﾋｭｭｰーﾏﾏﾝﾝｹｹｱｱ学学部部付付属属  

      子子どどももケケアアセセンンタターー  

講講師師：：中中島島  卓卓裕裕  
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 年齢別イベント 

 

 
  春春ののぽぽかかぽぽかか陽陽気気のの中中、、親親子子でで大大学学構構内内へへ散散歩歩ににででかかけけままししたた。。青青々々ととししたた芝芝生生のの丘丘をを上上っったた

りり、、ふふかかふふかかななココケケをを踏踏みみししめめたたりりとと、、春春のの自自然然をを体体全全体体でで味味わわいいままししたた。。ここいいののぼぼりりののううろろここシシ

ーールルをを集集めめるる““ここいいののぼぼりりララリリーー””でではは、、子子どどももたたちちそそれれぞぞれれのの感感性性がが垣垣間間見見ええ、、色色ととりりどどりりののここ

いいののぼぼりりをを泳泳ががせせななががらら、、広広場場をを駆駆けけ回回っってていいままししたた。。  

～～参参加加者者のの感感想想～～  

・・子子どどももがが初初めめてて行行くく場場所所ににワワククワワククししてていいままししたた。。  

・・散散歩歩のの途途中中でで休休憩憩やや次次にに進進むむ仕仕掛掛けけをを用用意意ししててももららっってていいたたののでで、、  

  子子どどもももも楽楽ししくく歩歩くくここととががででききままししたた！！  

・・ここいいののぼぼりりをを作作っってて持持つつののがが嬉嬉ししかかっったたみみたたいいでですす。。  

  

  

  

  

 

 

 
 
 
 

前前半半はは NNUUAASS ホホーールルにに滑滑りり台台ややゆゆららゆゆららトトンンネネルル、、ボボーールルププーールルななどど様様々々なな遊遊具具をを設設置置しし、、親親子子

ででたたくくささんん体体をを動動かかししままししたた。。初初めめてて入入るる広広いい空空間間にに少少しし緊緊張張ししてていいたたおお子子ささんんもも、、目目新新ししいい遊遊具具

にに興興味味ををももちち、、自自然然とと笑笑顔顔ががここぼぼれれ、、ああちちここちちかからら楽楽ししそそううなな声声がが聞聞ここええててききままししたた。。  

後後半半ははププレレイイルルーームムにに移移動動しし「「カカエエルル」」ををテテーーママににししたたおお楽楽ししみみををししままししたた。。カカエエルルのの体体操操でで体体

ををほほぐぐししたた後後はは、、カカエエルルののぶぶららぶぶらら人人形形のの登登場場ににおお子子ささんんたたちちはは釘釘付付けけ！！大大型型絵絵本本『『ぴぴょょーーんん』』のの

読読みみ聞聞かかせせでではは、、一一緒緒ににジジャャンンププ！！最最後後はは保保護護者者のの方方とと一一緒緒にに『『かかええるるののううたた』』のの輪輪唱唱でで楽楽ししくく締締

めめくくくくりりままししたた。。  

～～参参加加者者のの感感想想～～  

・・ととににかかくく身身体体をを動動かかすすここととがが大大好好ききななののでで、、ここんんななににももたたくくささんんのの種種類類のの遊遊びびががああっってて楽楽ししすすぎぎ

ままししたた！！ママッットトににフフララフフーーププがが通通ししててああっっててゆゆららゆゆらら揺揺れれるるももののはは初初めめてて見見てて、、ととててももおおももししろろ

いいとと思思いいままししたた。。ここんんななにに広広くくててののびびののびびとと遊遊べべるる場場所所ががああるるののははあありりががたたいいでですす。。  

・・広広いいホホーールルででののびびののびびとと楽楽ししそそううにに遊遊んんででいいるる姿姿をを見見らられれてて嬉嬉ししかかっったたでですす。。自自由由遊遊びびだだけけででなな

くく体体操操やや読読みみ聞聞かかせせももああっってて楽楽ししめめままししたた！！  

 
 

「春のさんぽ」  ４月１１日 

「1 歳のお友だち集まれ」  ６月 25 日  
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親力アップセミナー 

   
おお子子ささんんをを保保育育士士にに預預けけててメメデディィアア棟棟へへ出出発発！！メメデディィアア造造形形学学部部のの島島上上先先生生にに、、皆皆ささんん初初挑挑戦戦のの

シシルルククススククリリーーンンププリリンントトをを教教ええてていいたただだききままししたた。。様様々々ななイイララスストトのの中中かからら好好ききななももののをを選選びび、、

トトーートトババッッググににいいざざ印印刷刷。。メメッッシシュュ状状のの版版ににイインンククををののせせ、、ヘヘララでで刷刷るる一一瞬瞬にに皆皆ささんん集集中中さされれてていい

ままししたた。。わわずずかかなな時時間間ででししたたがが、、少少ししだだけけ日日常常をを離離れれてて、、講講師師のの先先生生とと一一緒緒ににももののづづくくりりのの時時間間をを

楽楽ししみみままししたた。。  

  一一方方、、おお子子ささんんたたちちはは広広いいススペペーーススでで思思いい切切りり遊遊んんだだりり、、絵絵本本をを読読んんだだりり、、楽楽ししくく過過ごごししてていいまま

ししたた。。おお母母ささんんももおお子子ささんんもも、、そそれれぞぞれれのの時時間間をを満満喫喫ででききたたよよううでですす。。  

～～参参加加者者のの感感想想～～  

・・子子どどももをを安安心心ししてて預預けけらられれてて、、ゆゆっったたりり参参加加ででききままししたた。。  

・・託託児児ををししててももららいいつつつつ、、かかわわいいいいババッッググをを作作れれてて楽楽ししかかっったたでですす。。リリフフレレッッシシュュででききままししたた！！  

・・シシルルククススククリリーーンンププリリンントトはは経経験験ししたたここととががななかかっったたののでで、、ととててもも面面白白かかっったたでですす。。  

    

  

  

  

 
 

 

 

  

  昨昨年年にに引引きき続続きき、、ヒヒュューーママンンケケアア学学部部のの岡岡田田先先生生にに音音楽楽体体験験のの講講師師ををししてていいたた

だだききままししたた。。我我がが子子ととゆゆっったたりり落落ちち着着いいてて、、優優雅雅ななピピアアノノのの音音色色ににううっっととりり・・・・・・

そそんんなな贅贅沢沢ななひひとと時時かからら始始ままっったた親親力力アアッッププセセミミナナーー。。  

  ググラランンドドピピアアノノのの中中ををののぞぞいいたたりり、、““ははららぺぺここああおおむむしし””のの演演奏奏をを聞聞いいたたりり、、親親子子ででふふれれああいい遊遊

びびをを楽楽ししんんだだりりししままししたた。。中中ででもも人人気気だだっったたののはは、、いいろろいいろろなな楽楽器器にに触触れれらられれるるココーーナナーー！！普普段段見見

るるここととののででききなないい楽楽器器にに、、子子どどももたたちちはは興興味味津津々々。。音音楽楽のの楽楽ししささをを存存分分にに味味わわええたた時時間間ととななりりまましし

たた。。  

～～参参加加者者のの感感想想～～  

・・私私自自身身もも初初めめてて見見るる楽楽器器ががあありり、、驚驚ききとと発発見見のの連連続続ででししたた。。  

・・自自由由にに動動きき回回っっててもも良良いい音音楽楽会会、、ととててももリリララッッククススししてて参参加加ででききまましし

たた。。素素敵敵なな演演奏奏、、温温かかいい保保育育士士ささんんのの声声掛掛けけ、、参参加加ししててよよかかっったたでですす。。  

 

 

 

「親子でわくわく音楽体験～ふれあい遊びからクラッシックまで～」 7 月 2 日 

「シルクスクリーンプリントでオリジナルトートバッグをつくろう」 ５月２８日   
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同同じじ年年齢齢のの子子ををももつつ保保護護者者同同士士でで、、子子育育ててににつついいてて話話ししたたりり、、ゲゲーームムややおおももちちゃゃ作作りりででリリフフレレッッ

シシュュををししたたりりすするる全全５５回回のの連連続続講講座座でですす。。  

 

 

 

 

 
１１回回目目はは皆皆ささんんのの事事をを知知っっててももららうう為為、、親親子子のの自自己己紹紹介介とと自自由由ああそそびびをを行行いいままししたた。。  

どどんんななククララススににななるるかかワワククワワククでですす！！  

２２回回目目ははおお題題がが書書かかれれたた自自己己紹紹介介カカーードドをを使使っってて保保護護者者のの方方同同士士のの自自己己紹紹介介タタイイムムでですす。。「「最最近近買買

っってて良良かかっったたももののはは？？」」「「おおすすすすめめののススーーパパーーはは？？」」ななどど、、情情報報交交換換ににももななりり盛盛りり上上ががりりままししたた。。  

３３回回目目はは子子育育ててににつついいててのの悩悩みみやや聞聞いいててみみたたいい事事をを共共有有ししままししたた。。寝寝かかししつつけけのの事事やや離離乳乳食食のの事事

ななどど、、子子育育ててのの話話ははどどれれだだけけ時時間間ががああっっててもも足足りりなないいでですすねね。。  

４４回回目目ははセセンンササリリーーボボトトルル作作りりをを行行いいままししたた。。没没頭頭ししてて何何かかをを作作るるとといいうう、、家家ででははつつくくれれなないい貴貴

重重なな時時間間だだとと毎毎回回大大好好評評でですす。。そそのの後後はは好好ききなな飲飲みみ物物ををおお供供にに、、持持参参ししたたおお菓菓子子をを囲囲んんでで楽楽ししいい談談

笑笑タタイイムムでですす♩♩  

５５回回目目はは４４つつののササーーククルルがが誕誕生生でですす！！今今後後ははササーーククルル仲仲間間ととししててのの活活動動がが始始ままりりまますす。。  

 
 
 
 
 
 

 

 

   

    

1 回目 子どもケアセンターに慣れよう 

2 回目 自己紹介ゲームをしよう 

3 回目 子育てについて話してみよう 

4 回目 
センサリーボトルを作ろう 

ほっと一息ティータイム 

5 回目 サークルを立ち上げよう 

  りりすす組組（（００歳歳児児））・・ああひひるる組組（（１１歳歳児児））  

～～参参加加者者のの感感想想～～  

・・毎毎回回楽楽ししくくああっっとといいうう間間ででししたた。。素素敵敵なな方方々々とと出出会会ええてて充充実実

ししたた時時間間をを過過ごごすす事事ががででききままししたた。。親親とと離離れれてて先先生生方方ややおお友友

達達とと過過ごごすす時時間間はは子子どどももににととっっててもも良良いい経経験験ににななりりままししたた。。  

・・同同じじ年年齢齢のの子子どどもも、、第第二二子子以以降降とといいうう同同じじ境境遇遇でで集集ままれれるる事事

ははななかかななかかなないいののででととててもも良良かかっったたでですす。。  

・・施施設設ががととててももききれれいいでで、、保保育育士士やや学学生生のの方方々々がが温温かかくく迎迎ええてて

くくだだささりりととててもも安安心心ししてて気気持持ちちよよくく過過ごごささせせてて頂頂ききままししたた。。  

・・参参加加さされれるる親親子子ととののココミミュュニニケケーーシショョンンがが取取りりややすすいい環環境境にに

ななっってていいたたののががととててもも良良かかっったたでですす。。  

ななんんででもも話話ししてて良良いいでですすよよ～～だだとと困困っっててししままうう場場もも、、テテーーママ

ががああっったたりりおおももちちゃゃ作作りりががああっったたりり、、配配慮慮がが嬉嬉  

ししかかっったたでですす。。  

・・保保育育園園へへ行行くく前前ののシシミミュュレレーーシショョンンがが出出来来てて  

良良かかっったたでですす。。  

お問い合わせ先  
TTEELL  00556611--7755--22222255  
UURRLL  hhttttppss::////wwwwww..nnuuaass..aacc..jjpp//cccccc//  
様々な事業の開催日程はホームページよりご覧ください 

 

Instagram も 

チェックしてね♪ 

親親子子ののひひろろばば 
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親力アップセミナー

 
 
 
 
 
 

～～ 子どもケアセンターとは ～～ 
 地域の子育て中の親子、名古屋学芸大学の学生・教職員など、多彩な立場の人が、互いに

集い、互いに育ち合える子育て支援の場です。 

日進市の子育て支援センター事業の委託を受け、４歳未満のお子さんと保護者の方とが集

える場・子育ての情報交換の場として『親子のひろば』『年齢別イベント』『遊びの交流会』

『自由あそび』、保護者の方の子育て力を支える『親力アップセミナー』を開催しています。

その他、『自主的な子育てサークルを支える事業』『子どもの発達上の心配や不安に対応する

心理相談』も実施しています。 

 

2025 年度 後期事業の紹介 
 
  

世世界界をを広広げげるる赤赤ちちゃゃんんののココミミュュニニケケーーシショョンン  ～～発発達達心心理理学学かからら見見ええててききたた赤赤ちちゃゃんんのの❝❝能能力力❞❞～～  

                                                  ヒヒュューーママンンケケアア学学部部    中中島島卓卓裕裕先先生生    11１１月月 2277 日日  

発発達達心心理理学学のの観観点点かからら、、赤赤ちちゃゃんんととののココミミュュニニケケーーシショョンンのの方方法法をを学学ぶぶ講講座座をを実実施施ししままししたた。。

『『興興味味ののああるる方方ははどどななたたででもも参参加加可可能能』』ととしし、、現現在在子子どどももをを育育てててていいるる方方だだけけででははななくく妊妊娠娠中中のの方方

やや祖祖父父母母ななどど広広範範囲囲のの方方をを対対象象にに行行いいままししたた。。前前半半はは、、資資料料とと解解説説ををももととにに、、赤赤ちちゃゃんんがが成成長長ししてて

いいくくににつつれれててどどののよよううなな能能力力ををももつつののかかをを学学びび、、理理解解をを深深めめままししたた。。後後半半ののワワーーククシショョッッププででははジジ

ェェススチチャャーーゲゲーームムをを行行いいままししたた。。相相手手にに伝伝ええるる難難ししささをを感感じじななががららもも、、伝伝わわっったた時時ににははみみななささんん両両

手手をを挙挙げげてて喜喜んんででいいままししたた。。ゲゲーームムをを通通ししてて「「子子どどももののももどどかかししささをを少少ししででもも体体験験ででききてて良良かかっっ

たた」」とと話話さされれるる方方がが多多かかっったたでですす。。  

～～参参加加者者のの感感想想～～  

・・子子どどもものの発発達達のの段段階階をを知知るるここととががででききてて、、どどののよよううなな関関わわりりををすするるととよよいいののかかをを考考ええるるここととががでで

ききままししたた。。ままたた、、ゲゲーームムをを通通ししててココミミュュニニケケーーシショョンンのの大大切切ささやや難難ししささをを知知りり、、改改めめてて我我がが子子ととのの

関関わわりりもも大大切切ににししよよううとと思思ううここととががででききままししたた。。  

・・保保育育者者のの方方とと学学生生ささんんにに別別室室でで託託児児ををししててももららいい、、落落ちち着着いいてて講講座座をを受受けけらられれままししたた。。今今回回のの講講

座座はは、、新新鮮鮮なな気気持持ちちでで聞聞くくここととががででききままししたた。。  

・・子子どどももにに声声ををかかけけたたりり、、ココミミュュニニケケーーシショョンンをを積積極極的的にに取取っったたりりししよよううとと思思いいままししたた。。  

  

2026 春 
発発  行行：：令令和和８８年年 33 月月  
発発行行者者：：名名古古屋屋学学芸芸大大学学  

            ﾋﾋｭｭｰーﾏﾏﾝﾝｹｹｱｱ学学部部附附属属      
            子子どどももケケアアセセンンタターー  

子ケア通信 
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「「００歳歳ののおお友友だだちち  集集ままれれ」」      99 月月 33 日日  

今今年年はは３３かか月月かからら 11 歳歳前前ままででののおお子子ささんんがが集集ままりり、、ねねんんねねややおお座座

りり、、ハハイイハハイイななどど３３つつののエエリリアアにに分分けけてて、、そそれれぞぞれれのの発発達達にに合合わわせせ

たた玩玩具具やや遊遊具具、、手手作作りりおおももちちゃゃでで自自由由にに遊遊びびままししたた。。一一番番人人気気ははママ

ッットトのの滑滑りり台台！！ハハイイハハイイでで上上手手にに上上りり下下りりしし全全身身をを使使っったた遊遊びびをを楽楽

ししんんででいいままししたた。。月月齢齢ごごととののググルルーーププ交交流流でではは保保護護者者同同士士がが同同じじ悩悩

みみをを共共有有しし、、楽楽ししそそううににおお話話さされれるる姿姿ががみみらられれままししたた。。  

～～参参加加者者のの感感想想～～  

・・体体をを動動かかせせるる遊遊具具ががああっってて良良かかっったたでですす。。  

・・上上のの子子がが居居るるととななかかななかか下下のの子子とと触触れれ合合うう時時間間ががなないいののでで、、ととててもも楽楽ししかかっったたでですす。。  

「「秋秋ののささんんぽぽ」」      1111 月月 1199 日日  

ぽぽかかぽぽかか陽陽気気のの秋秋のの一一日日にに、、学学内内ををおお散散歩歩ししままししたた。。学学生生もも知知ららなな

いい（（？？！！））秘秘密密のの道道、、木木のの葉葉やや木木のの実実ががたたくくささんん落落ちちてて、、ザザククザザクク、、

パパキキパパキキとと鳴鳴るる道道、、見見上上げげるるとと赤赤・・茶茶のの葉葉がが陽陽光光にに照照ららさされれてて紅紅葉葉がが

楽楽ししめめるる道道……親親子子でで次次ははどどんんなな道道かかととワワククワワククししななががらら、、秋秋のの恵恵みみをを

たたくくささんん見見つつけけてて楽楽ししみみままししたた。。  

～～参参加加者者のの感感想想～～  

・・普普段段ななかかななかか散散歩歩すするるここととががななくく良良いい機機会会ででししたた。。  

・・おお散散歩歩ををししななががらら様様々々ななススポポッットトがが回回れれてて、、楽楽ししみみ方方がが豊豊                

富富でで楽楽ししかかっったたでですす。。  

「「ククリリススママスス会会」」      1122 月月 1188 日日  

今今回回初初ととななるる学学生生にによよるるベベルル演演奏奏をを聴聴いいたたりり、、ササンンタタととブブーー

ツツのの製製作作やや塗塗りり絵絵をを楽楽ししんんだだりりししままししたた。。そそのの後後、、ササンンタタととトト

ナナカカイイ、、雪雪だだるるままがが登登場場ししパパララババルルーーンンでで遊遊びびままししたた。。最最後後はは

ササンンタタかかららププレレゼゼンントトさされれたたベベルルをを使使いい親親子子ででダダンンスス！！盛盛りりだだ

くくささんんのの内内容容ででククリリススママススのの雰雰囲囲気気をを楽楽ししみみままししたた。。  

～～参参加加者者のの感感想想～～    

・・楽楽ししいい工工作作やや音音楽楽、、ササンンタタととのの写写真真撮撮影影がが良良かかっったたでですす。。  

・・子子どどもも達達がが無無理理ななくく楽楽ししめめるる内内容容でで、、ククリリススママススのの雰雰囲囲気気をを楽楽ししめめてて良良かかっったたでですす。。  

「「節節分分ごごっっここ」」      11 月月 2288 日日  

『『鬼鬼がが怖怖いい..・・・・・・』』そそんんなな子子どどももたたちちのの気気持持ちちをを少少ししででもも和和らら

げげるるたためめにに、、可可愛愛くくてて楽楽ししいい節節分分ごごっっごごをを開開催催ししままししたた。。子子どどもも

たたちちがが声声をを上上げげてて一一番番楽楽ししんんだだののははももちちろろんん豆豆ままきき！！愉愉快快なな演演奏奏

ををししななががらら入入っっててくくるる個個性性ああふふれれるる鬼鬼たたちちにに向向かかっってて、、勇勇気気をを出出

ししてて豆豆ををままきき、、追追いい払払っってていいままししたた。。ここれれでで当当日日のの節節分分ももききっっとと

大大丈丈夫夫・・・・・・ななははずず？？！！  

～～参参加加者者のの感感想想～～  

・・節節分分がが何何かかししっっかかりりとと理理解解ででききままししたた。。参参加加すするる前前ままでではは鬼鬼がが怖怖いいとと思思っってていいたたよよううすすででししたたがが、、

参参加加ささせせててももららっってて怖怖くくななくくななっったたみみたたいいでですす。。  

年齢別イベント 
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 同同じじ年年齢齢のの子子ををももつつ保保護護者者同同士士でで、、子子育育ててににつついいてて話話ししたたりり、、ゲゲーームムややおおももちちゃゃ作作りりででリリフフレレッッ

シシュュししたたりりすするる連連続続講講座座でですす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

１１回回目目はは親親子子のの自自己己紹紹介介ををしし、、そそのの後後自自由由にに遊遊んんででいいたただだききまましし

たた。。どどんんななククララススににななるるかかワワククワワククででししたた！！  

２２回回目目かかららはは託託児児がが始始ままりり、、保保護護者者のの方方ととおお子子ささんんはは別別室室でで過過ごごしし

ままししたた。。おお互互いいをを知知っってていいくくたためめにに、、カカーードドをを使使っったた自自己己紹紹介介ゲゲーームム

をを行行いいままししたた。。  

３３回回目目はは子子育育ててににつついいててのの悩悩みみやや聞聞ききたたいい事事をを共共有有ししままししたた。。寝寝かか

ししつつけけやや離離乳乳食食ななどど、、毎毎回回時時間間がが足足りりななくくななるる程程盛盛りり上上ががりりままししたた。。  

４４回回目目はは前前半半ににセセンンササリリーーボボトトルルをを作作りり、、後後半半はは好好ききななおお菓菓子子をを持持ちち寄寄っっててののテティィーータタイイムムででしし

たた。。作作っったたセセンンササリリーーボボトトルルははおお子子様様ににププレレゼゼンントトししままししたた。。  

５５回回目目ははササーーククルル誕誕生生のの日日ででししたた。。５５回回でではは足足りりななかかっったたとといいううおお言言葉葉

ををいいたただだけけるるくくららいいああっっとといいうう間間のの連連続続講講座座ででししたたがが、、今今後後ははササーーククルル仲仲

間間ととししてて交交流流をを深深めめててほほししいいとと思思いいまますす。。  

～～参参加加者者のの感感想想～～  

・・同同じじくくららいいのの月月齢齢のの子子どどももをを持持つつママママ同同士士でで子子育育ててのの悩悩みみをを共共有有でできき、、

癒癒ししのの時時間間をを過過ごごすすここととががででききままししたた。。  

・・子子どどももをを預預けけてて親親だだけけでで話話すす場場がが他他ににははななくく、、親親もも子子どどもももも良良いい経経験験がが

ででききたたとと思思いいまますす。。  

・・今今ままでで託託児児をを利利用用すするる事事ががななかかっったたののでで、、子子どどもものの反反応応ががどどののよよううににななるるかか不不安安ででししたたがが、、学学生生

ささんんやや先先生生方方にに優優ししくく遊遊んんででももららええたたよよううでで安安心心ししてて預預けけるる事事ががででききままししたた。。子子どどももがが親親かからら離離れれ

るる練練習習もも大大切切だだとと気気付付かかさされれままししたた。。  

  

  

  

  

  

  

１１回回目目  子子どどももケケアアセセンンタターーにに慣慣れれよようう  

２２回回目目  自自己己紹紹介介ゲゲーームムををししよようう  

３３回回目目  子子育育ててににつついいてて話話ししててみみよようう  

４４回回目目  セセンンササリリーーボボトトルルをを作作ろろうう  

ほほっっととひひとといいききテティィーータタイイムム  

５５回回目目  ササーーククルルをを立立ちち上上げげよようう  

親親子子ののひひろろばば  りりすす組組（（００歳歳児児））・・ああひひるる組組（（１１歳歳児児））  

遊びの交流会 ～秋・春～ 
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秋秋のの遊遊びびのの交交流流会会  

「「キキミミももヒヒーーロローーににななららなないいかか！！～～nnuuaass にに平平和和ををととりりももどどそそうう～～」」      1111 月月 88 日日  

「「ヒヒーーロローー」」とといいううテテーーママののももとと、、学学生生たたちちがが工工夫夫をを凝凝ららししたた

多多彩彩なな遊遊びびをを展展開開ししままししたた。。  

制制作作ココーーナナーーでではは、、オオリリジジナナルルのの変変身身アアイイテテムムをを作作っってて身身にに

ままとといい、、子子どどももたたちちのの表表情情はは一一気気ににヒヒーーロローーそそののももののにに。。続続くくアア

ススレレチチッッククエエリリアアでではは、、荒荒ららさされれたた町町をを救救ううべべくく、、学学生生とと一一緒緒にに

力力いいっっぱぱいい怪怪獣獣にに立立ちち向向かかうう勇勇ままししいい姿姿がが見見らられれままししたた。。  ままたた、、

NN カカフフェェにに設設置置さされれたた迷迷路路のの町町でではは、、頼頼ままれれたた品品物物をを電電車車（（トト

ロロッッココ））にに乗乗せせてて届届けけるる「「おお買買いい物物ミミッッシショョンン」」にに挑挑戦戦。。学学生生にに

よよるる車車掌掌のの演演技技ややリリアアルルなな装装飾飾がが、、子子どどももたたちちののななりりききるる気気持持

ちちをを一一層層引引きき立立てて、、キキララキキララととししたた笑笑顔顔がが溢溢れれるる時時間間ととななりりまま

ししたた。。  

学学生生たたちちはは、、遊遊ぶぶだだけけででななくく「「感感謝謝のの言言葉葉」」をを届届けけるるここととをを意意

識識。。遊遊びびのの終終わわりりにに贈贈らられれたた「「あありりががととうう」」とといいうう言言葉葉をを通通じじてて、、

子子どどももたたちちがが人人のの役役にに立立つつここととのの心心地地よよささをを実実感感ででききるる、、温温かか

なな体体験験のの場場ととななりりままししたた。。  

  

春春のの遊遊びびのの交交流流会会  

「「nnuuaass  EEXXPPOO  22002266～～世世界界ののおお祭祭りりをを楽楽ししももうう！！～～」」      22 月月 2288 日日  

今今年年度度開開催催さされれたた大大阪阪・・関関西西万万博博をを機機にに、、「「遊遊びびをを通通ししてて世世界界

ののおお祭祭りりをを体体験験ししててほほししいい」」とといいうう思思いいかからら『『nnuuaass  EEXXPPOO』』をを

開開催催ししままししたた。。  

アアメメリリカカののイイーーススタターーハハンントトでではは、、転転ががるる卵卵ををキキャャッッチチししたた

りり、、森森のの中中でで卵卵をを一一生生懸懸命命にに探探ししたたりり。。卵卵をを見見つつけけたた瞬瞬間間ののキキララ

キキララししたた笑笑顔顔がが印印象象的的でで、、何何度度もも繰繰りり返返しし挑挑戦戦すするる姿姿がが見見らられれ

ままししたた。。  

ススペペイインンののトトママテティィーーナナでではは、、広広々々ととししたた NNUUAASS ホホーールルがが真真っっ赤赤なな会会場場にに様様変変わわりり。。「「トトママトトのの

ママンントト」」をを羽羽織織っっててトトママトトにに見見立立ててたた球球をを的的にに向向かかっってて投投げげ、、おお祭祭りりのの熱熱気気をを全全身身でで感感じじてていいまましし

たた。。  

タタイイののラランンタタンンフフェェスステティィババルルでではは、、子子どどももたたちちののここだだわわりりがが

光光るる自自分分だだけけののラランンタタンンがが完完成成。。そそれれをを手手にに船船にに見見立立ててたたトトロロッッ

ココへへ乗乗りり込込みみ、、光光がが灯灯るる部部屋屋ををゆゆっっくくりり回回るる時時間間はは、、幻幻想想的的なな空空

間間をを楽楽ししむむ特特別別ななひひととととききととななりりままししたた。。  

フフィィナナーーレレでではは思思いい出出をを振振りり返返るる劇劇をを鑑鑑賞賞。。最最後後はは全全員員でで『『小小

ささなな世世界界』』をを踊踊りり、、子子どどももたたちちとと学学生生がが一一つつににななっってて、、笑笑顔顔ああふふ

れれるる締締めめくくくくりりをを迎迎ええるるここととががででききままししたた。。  

お問い合わせ先  
TTEELL  00556611--7755--22222255  
UURRLL  hhttttppss::////wwwwww..nnuuaass..aacc..jjpp//cccccc//  
様々な事業の開催日程はホームページよりご覧ください 

 

Instagram も 

チェックしてね♪ 
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２．各事業のチラシ 
 （１）親⼒アップセミナー 
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(２)親⼦のひろば 
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(３)年齢別イベント 
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(４)遊びの交流会 
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